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Ⅰ 調査概要 

１．調査目的 

栗東市ではあらゆる差別や偏見をなくし、一人ひとりが尊重され誰もが参画できるまちづ

くりをめざしてさまざまな施策に取り組んでいます。これまでの人権に関する取組の成果と

課題を踏まえ、市民の人権についての意識を把握し今後の取組の基礎資料とするため、アン

ケート調査を実施しました。 

 

２．調査対象 

栗東市在住の18歳以上の市民3,000人 

（住民基本台帳より無作為抽出、令和７年８月１日現在） 

３．調査期間 

令和７年９月10日(水)～令和７年９月30日(火) 

４．調査方法 

配布：郵送 

回収：郵送またはＷｅｂアンケートフォームから回答 

５．回収状況 

配布数 有効回答数 有効回答率 

   3,000 件 
     1,429 件 

（郵送 829 件、Web600 件） 
     47.6％ 

６．調査結果の見方 

⚫ 回答は、各質問の回答者数（ｎ）を基数とした百分率（％）で示し、小数点第２位を

四捨五入しました。（比率の合計が100.0％にならない場合があります。） 

⚫ コンピュータ入力の都合上、図表において、回答選択肢の見出しを簡略化している場

合があります。 

⚫ 複数回答の設問の場合、回答は選択肢ごとの有効回答数に対して、それぞれの割合を

示しています。そのため、合計が100.0％を超える場合があります。 

⚫ 表中の    は一番目に多い割合の項目を示しています。 

⚫ 前回調査とは、令和２年８月に実施した「栗東市人権・同和問題に関する住民意識調

査」のことです。  
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Ⅱ 調査結果 

１．回答者の属性 

（１）年齢 

回答者の年齢は、「70歳以上」が22.9％と最も多く、次いで「50歳～59歳」が21.8％、「40

歳～49歳」が16.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）居住学区 

居住学区については、「大宝」が15.9％と最も多く、次いで「治田」が14.6％、「治田西」

が12.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）栗東市での居住年数 

居住年数は、「20年以上」が61.0％と最も多く、次いで「10年以上～20年未満」が17.9％、

「５年以上～10年未満」が9.2％となっています。 

 

 

 

 

  

5.5 5.8 9.2 17.9 61.0 0.7

２年未満 ２年以上～５年未満 ５年以上～10年未満

10年以上～20年未満 20年以上 無回答

全体
(n=1,429)

(%)
0 20 40 60 80 100

9.2 10.2 10.6 14.6 11.2 12.3 15.9 6.8 7.3 2.0

金勝 葉山 葉山東 治田 治田東

治田西 大宝 大宝西 大宝東 無回答

全体
(n=1,429)

(%)
0 20 40 60 80 100

0.9

9.8 11.5 16.6 21.8 16.2 22.9 0.3

18歳～19歳 20歳～29歳 30歳～39歳 40歳～49歳

50歳～59歳 60歳～69歳 70歳以上 無回答

全体
(n=1,429)

(%)
0 20 40 60 80 100
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※本調査におきましては 

「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせて『そう思う』 

「そう思わない」と「どちらかといえばそう思わない」を合わせて『そう思わない』 

として分析しています。 

 

２．人権全般について 

（１）世の中のあり方や生き方についての考え 

問１ 世の中のあり方や人間の生き方について次のような意見があります。あなたはどのように

思われますか。（それぞれ１つだけに○） 

 

世の中のあり方や人間の生き方について、［１．今の社会では、個人の考え方や生き方が大

切にされている］は、『そう思う』が50.8％、『そう思わない』が18.7％となっています。 

［２．人権問題は、すべての市民の問題である］は『そう思う』が80.7％、『そう思わない』

が7.1％となっています。 

［３．自分の権利を主張して、他人の迷惑を考えない人が増えている］は『そう思う』が

73.1％、『そう思わない』が4.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

14.1

57.3

33.8

36.7

23.4

39.3

29.5

11.1

21.5

12.9

3.3

3.0

5.8

3.8

1.4

1.0

1.1

1.0

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

１．今の社会では、個人の考え方や生き方が
大切にされている

２．人権問題は、すべての市民の問題である

３．自分の権利を主張して、他人の迷惑を
考えない人が増えている

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=1,429)
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【年齢別】 

年齢別でみると『そう思う』割合は、［１．今の社会では、個人の考え方や生き方が大切に

されている］では“30歳～39歳”で64.0％と最も高く、“18歳～19歳”（30.8％）との差が33.2

ポイントとなっています。［［２．人権問題は、すべての市民の問題である］ではいずれの年齢

も７～８割、［［３．自分の権利を主張して、他人の迷惑を考えない人が増えている］ではいず

れの年齢も７割前後となっており、傾向に大きな違いはありません。 

 

１．今の社会では、個人の考え方や生き方が大切にさ

れている 

２．人権問題は、すべての市民の問題である 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．自分の権利を主張して、他人の迷惑を考えない人

が増えている 
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22.1

18.9

14.3

10.6

10.8

13.8

23.1

35.0

45.1

40.9

38.8

31.6

32.1

46.2

25.0

17.7

25.3

31.4

34.6

34.6

7.7

12.1

11.0

13.9

13.8

16.5

10.4

15.4

5.7

7.3

5.5

5.1

6.1

5.5

0.0

0.0

0.0

0.0
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0.4

3.7

18歳～19歳
(n=13)

20歳～29歳
(n=140)

30歳～39歳
(n=164)

40歳～49歳
(n=237)

50歳～59歳
(n=312)

60歳～69歳
(n=231)

70歳以上
(n=327)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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61.9
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15.4
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3.8

3.5

2.6

4.0

0.0

0.0

0.0
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(n=312)

60歳～69歳
(n=231)

70歳以上
(n=327)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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42.1

39.7

32.7
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29.9

37.1

39.1

41.6

44.3

23.1

17.9
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(%)
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そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答



5 

【学区別】 

学区別でみると『そう思う』割合は、［１．今の社会では、個人の考え方や生き方が大切に

されている］では“大宝東”で54.8％と最も高くなっており、“治田”（54.0％）と“大宝”

（54.2％）でも54％を超えています。［２．人権問題は、すべての市民の問題である］と［３．

自分の権利を主張して、他人の惑を考えない人が増えている］は、学区による違いが『そう

思う』において見られます。 

 

１．今の社会では、個人の考え方や生き方が大切にさ

れている 

２．人権問題は、すべての市民の問題である 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．自分の権利を主張して、他人の迷惑を考えない人

が増えている 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9.2
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12.6

19.1
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9.1

15.0
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11.5

32.1

34.2

31.8

34.9

40.6

40.3

39.2

36.1

43.3

31.3

27.4

33.1

26.3

28.8

29.5

30.0

33.0

30.8

16.8

15.1

16.6

12.4

9.4

13.6

10.6

10.3

9.6

8.4

6.2

5.3

5.7

6.3

6.8

4.0

5.2

4.8

2.3

0.0

0.7

1.4

2.5

0.6

1.3

0.0

0.0

金勝
(n=131)

葉山
(n=146)

葉山東
(n=151)

治田
(n=209)

治田東
(n=160)

治田西
(n=176)

大宝
(n=227)

大宝西
(n=97)

大宝東
(n=104)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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61.0

55.0

62.2

57.5

58.0

55.9

48.5

55.8

26.7

22.6

23.2

19.1

18.8

23.3

25.6

30.9

26.0

9.9

8.2

15.2

9.6

12.5

10.2

11.5

13.4

9.6

2.3

2.7

2.6

4.8

4.4

4.5

2.6

3.1

1.9

3.1

4.1

4.0

2.4

4.4

2.8

4.0

4.1

5.8

1.5

1.4

0.0

1.9

2.5

1.1

0.4

0.0

1.0

金勝
(n=131)

葉山
(n=146)

葉山東
(n=151)

治田
(n=209)

治田東
(n=160)

治田西
(n=176)

大宝
(n=227)

大宝西
(n=97)

大宝東
(n=104)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

39.7

36.3

33.8

29.7

33.1

33.0

31.3

34.0
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28.8

21.4

18.5
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4.0
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3.5

4.1

3.8
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0.0
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0.0
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(n=131)

葉山
(n=146)

葉山東
(n=151)

治田
(n=209)

治田東
(n=160)

治田西
(n=176)

大宝
(n=227)

大宝西
(n=97)

大宝東
(n=104)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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（２）身の回りにある解決すべき人権問題 

問２ あなたの身の回りにある解決すべき人権問題はどれですか。（あてはまるもの３つまでに○） 

 

身の回りにある解決すべき人権問題は、［「インターネットによる人権侵害に関わる問題」が

46.0％と最も多く、次いで［「子どもに関わる問題」が44.0％、［「高齢者に関わる問題」が33.2％

となっています。 

前回調査と比較すると、「女性に関わる問題」は12.7ポイント、「子どもに関わる問題」は

12.8ポイント、割合が増加しています。また、「障がいのある人に関わる問題」は17.0ポイン

ト、「HIV、ハンセン病、新型コロナウイルスなどの感染症患者などに関わる問題」は20.7ポ

イント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「アイヌの人々に関わる問題」「刑を終えて出所した人やその家族に関わる問題」「北朝鮮当局によって拉致された被害者

等に関わる問題」「性的サービスや労働の強要など人身取引に関わる問題」「震災などの災害に起因する人権問題」は、

前回調査にはない選択肢です。  

32.1

44.0

33.2

20.5

5.7

0.5

9.0

2.8

2.7

7.2

46.0

6.3

0.8

4.8

3.4

12.0

2.6

11.3

2.2

19.4

31.2

29.8

37.5

7.2

-

9.9

23.5

-

7.8

41.2

-

1.9

5.3

-

-

1.7

13.3

5.1

0 10 20 30 40 50

今回調査

(n=1,429)

前回調査

(n=1,342)

女性に関わる問題

子どもに関わる問題

高齢者に関わる問題

障がいのある人に関わる問題

部落差別問題

アイヌの人々に関わる問題

外国人に関わる問題

HIV、ハンセン病、新型コロナウイルスなどの
感染症患者などに関わる問題

刑を終えて出所した人やその家族に関わる問題

犯罪被害者やその家族に関わる問題

インターネットによる人権侵害に関わる問題

北朝鮮当局によって拉致された被害者等に関わる問題

ホームレスに関わる問題

ＬＧＢＴＱ等といった性の多様性に関わる問題

性的サービスや労働の強要など人身取引に関わる問題

震災などの災害に起因する人権問題

その他の問題

特にない

無回答

(%)
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【年齢別】【学区別】 

年齢別でみると、“18歳～29歳”と“50歳～69歳”では「インターネットによる人権侵害に

関わる問題」が、“30歳～49歳”では「子どもに関わる問題」が、“70歳以上”では「高齢者

に関わる問題」がそれぞれ多くなっています。 

学区別でみると、“金勝”と“葉山東”と“大宝東”では「子どもに関わる問題」、それ以

外の学区では「インターネットによる人権侵害に関わる問題」がそれぞれ多くなっています。 
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害
者
等
に
関
わ
る
問
題

ホ
ー

ム
レ
ス
に
関
わ
る
問
題

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
等
と
い

っ
た
性
の
多

様
性
に
関
わ
る
問
題

性
的
サ
ー

ビ
ス
や
労
働
の
強
要
な

ど
人
身
取
引
に
関
わ
る
問
題

震
災
な
ど
の
災
害
に
起
因
す
る
人

権
問
題

そ
の
他
の
問
題

特
に
な
い

無
回
答

18歳～19歳 13 38.5 46.2 0.0 7.7 7.7 0.0 38.5 0.0 15.4 15.4 61.5 0.0 0.0 30.8 0.0 0.0 0.0 7.7 0.0

20歳～29歳 140 33.6 46.4 15.7 13.6 2.9 1.4 16.4 2.9 2.1 10.0 50.7 4.3 1.4 12.1 9.3 12.9 2.1 9.3 2.1

30歳～39歳 164 39.6 57.3 14.0 20.7 7.3 0.6 12.2 3.7 3.0 6.7 47.6 1.2 2.4 6.1 2.4 12.8 2.4 8.5 0.6

40歳～49歳 237 35.4 54.0 27.0 22.4 3.4 0.0 7.2 2.5 2.5 6.3 52.7 3.4 0.0 4.6 1.3 8.4 3.0 11.0 0.8

50歳～59歳 312 37.5 47.8 33.7 20.8 5.4 1.0 7.7 2.6 1.3 6.4 48.7 4.2 1.0 4.8 2.6 8.0 3.5 12.5 0.3

60歳～69歳 231 30.3 36.4 45.0 25.1 6.5 0.0 10.0 1.7 2.6 8.2 51.5 8.2 1.3 3.5 3.9 14.7 3.5 8.7 0.4

70歳以上 327 21.4 31.2 47.1 19.0 7.3 0.3 4.9 3.7 4.0 6.7 32.1 12.8 0.0 0.9 3.4 16.5 1.2 14.4 7.0

金勝 131 34.4 42.7 31.3 23.7 3.8 0.0 5.3 1.5 6.1 6.9 42.0 3.8 1.5 4.6 3.8 9.9 3.8 15.3 3.8

葉山 146 31.5 39.0 39.7 25.3 6.2 0.7 9.6 2.7 2.7 8.9 44.5 9.6 0.7 4.1 3.4 17.8 2.7 11.6 1.4

葉山東 151 27.8 47.0 37.7 21.9 8.6 0.7 5.3 5.3 4.0 7.3 37.7 3.3 0.7 6.0 2.0 14.6 2.0 8.6 2.6

治田 209 27.8 46.9 28.7 20.6 6.2 0.5 10.5 2.4 2.4 8.6 47.4 6.7 2.4 3.8 2.9 13.4 2.4 8.6 2.9

治田東 160 21.9 36.9 40.6 21.9 4.4 0.0 11.9 2.5 4.4 6.9 44.4 9.4 0.0 0.6 0.0 8.1 2.5 15.6 4.4

治田西 176 38.1 43.8 34.7 19.3 5.7 0.0 11.4 3.4 0.6 4.5 50.6 4.0 0.0 5.1 4.5 10.2 2.3 11.4 0.6

大宝 227 38.8 44.5 30.0 18.1 5.3 0.4 8.4 1.8 1.8 7.0 49.3 6.2 0.4 7.0 5.3 11.0 2.6 9.7 1.3

大宝西 97 29.9 46.4 33.0 19.6 6.2 0.0 3.1 2.1 3.1 6.2 49.5 7.2 0.0 6.2 2.1 14.4 3.1 11.3 2.1

大宝東 104 34.6 52.9 26.0 11.5 5.8 1.0 6.7 2.9 1.0 8.7 51.9 8.7 0.0 5.8 5.8 9.6 2.9 11.5 0.0

年
齢
別

学
区
別
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（３）人権問題や差別に対する考え方 

問３ 人権問題や差別に対する意識について、あなたの考え方に近いものはどれですか。 

（それぞれ１つだけに○） 

 

人権問題や差別に対する意識について、『そう思う』割合は、［２．差別を共になくそうと

する態度を身につけたい］が83.7％で最も高く、次いで［13．さまざまな人権問題の解決に

は、人を信頼し、認め合える豊かな人間関係づくりが大切である］が83.0％、［［１．差別を受

けた人のくやしさは、とても人ごととは思えない］が79.7％、［７．差別を解消するために、

努力している人々を応援したい］が78.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

38.9

37.9

28.3

28.8

10.5

7.2

30.3

8.3

3.7

26.6

14.9

2.3

42.9

40.8

45.8

47.0

37.0

29.0

29.0

47.9

22.8

8.5

49.4

33.3

7.2

40.1

16.0

11.8

20.6

25.1

44.5

54.4

16.7

46.0

33.6

17.8

28.5

34.4

11.6

1.7

1.3

1.9

4.1

10.4

4.5

1.3

10.8

28.3

2.0

13.9

26.1

1.5

1.0

1.5

0.8

2.9

2.9

2.5

1.2

9.4

23.4

1.7

6.8

27.6

1.6

1.7

1.7

1.3

2.2

2.7

2.4

2.7

2.8

2.5

2.4

2.6

2.4

2.2

１．差別を受けた人のくやしさは、とても
人ごととは思えない

２．差別を共になくそうとする態度を身につけたい

３．差別された人の訴えや願いに
もっと耳をかたむけたい

４．人権尊重のまちづくりのため環境をよくするのは
行政の責務だ

５．差別的言動があったとき、誤りを指摘できる

６．栗東市は、基本的人権が尊重されている
市である

７．差別を解消するために、努力している人々を
応援したい

８．自分は、差別を解消するために努力している

９．差別の解消はむずかしいので、
そっとしておいたほうがよい

10．差別をしないように人権意識を高め、
日常生活に生かしたい

11．差別を解消するために何をすればよいか
わからない

12．一人ひとりが尊重される集団や社会を築くため、
リーダーになって努力したい

13．さまざまな人権問題の解決には、人を信頼し、
認め合える豊かな人間関係づくりが大切である

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=1,429)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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【前回調査との比較】 

前回調査と比較すると、『そう思う』割合が10ポイント以上増加しているのは、［１．差別

を受けた人のくやしさは、とても人ごととは思えない］［３．差別された人の訴えや願いに

もっと耳をかたむけたい］［［４．人権尊重のまちづくりのため環境をよくするのは行政の責務

だ］、［７．差別を解消するために、努力している人々を応援したい］となっています。［10．

差別をしないように人権意識を高め、日常生活に生かしたい］も10ポイント近く増加してい

ます。また［９．差別の解消はむずかしいので、そっとしておいたほうがよい］の『そう思

わない』割合は、11.5ポイント増加しています。それ以外の項目は、前回調査と傾向は大き

く変わりません。 

 

 

１．差別を受けた人のくやしさは、とても人ごととは

思えない 

２．差別を共になくそうとする態度を身につけたい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．差別された人の訴えや願いにもっと耳をかたむ

けたい 

４．人権尊重のまちづくりのため環境をよくするのは

行政の責務だ 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．差別的言動があったとき、誤りを指摘できる 

 

６．栗東市は、基本的人権が尊重されている市である 

 

 

 

 

 

  

38.9

21.8

40.8

40.9

16.0

28.8

1.7

4.8

1.0

1.9

1.7

1.6

今回調査
(n=1,429)

前回調査
(n=1,342)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

37.9

32.3

45.8

45.2

11.8

17.3

1.3

2.0

1.5

1.3

1.7

1.9

今回調査
(n=1,429)

前回調査
(n=1,342)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

28.3

15.1

47.0

39.1

20.6

35.5

1.9

5.0

0.8

3.4

1.3

1.9

今回調査
(n=1,429)

前回調査
(n=1,342)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

28.8

17.7

37.0

30.5

25.1

36.7

4.1

8.3

2.9

5.1

2.2

1.7

今回調査
(n=1,429)

前回調査
(n=1,342)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

10.5

9.4

29.0

29.0

44.5

47.1

10.4

8.8

2.9

3.3

2.7

2.5

今回調査
(n=1,429)

前回調査
(n=1,342)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

7.2

7.9

29.0

30.3

54.4

52.1

4.5

4.6

2.5

3.1

2.4

2.0

今回調査
(n=1,429)

前回調査
(n=1,342)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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７．差別を解消するために、努力している人々を応援

したい 

８．自分は、差別を解消するために努力している 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

９．差別の解消はむずかしいので、そっとしておいた

ほうがよい 

10．差別をしないように人権意識を高め、日常生活

に生かしたい 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．差別を解消するために何をすればよいかわから

ない 

12．一人ひとりが尊重される集団や社会を築くた

め、リーダーになって努力したい 

 

 

 

 

 

 

 

 

13．さまざまな人権問題の解決には、人を信頼し、認

め合える豊かな人間関係づくりが大切である 

 

 

 

  

2.3

1.1

7.2

5.7

34.4

34.4

26.1

26.2

27.6

29.8

2.4

2.8

今回調査
(n=1,429)

前回調査
(n=1,342)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

14.9

13.0

33.3

29.8

28.5

34.7

13.9

12.7

6.8

6.9

2.6

2.8

今回調査
(n=1,429)

前回調査
(n=1,342)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

42.9

43.7

40.1

43.1

11.6

9.1

1.5

0.9

1.6

1.0

2.2

2.2

今回調査
(n=1,429)

前回調査
(n=1,342)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

26.6

19.3

49.4

47.1

17.8

25.3

2.0

3.7

1.7

1.9

2.4

2.8

今回調査
(n=1,429)

前回調査
(n=1,342)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

3.7

5.5

8.5

12.0

33.6

39.9

28.3

23.8

23.4

16.4

2.5

2.3

今回調査
(n=1,429)

前回調査
(n=1,342)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

30.3

19.7

47.9

44.1

16.7

29.1

1.3

3.3

1.2

1.9

2.7

1.9

今回調査
(n=1,429)

前回調査
(n=1,342)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

8.3

4.7

22.8

21.6

46.0

51.6

10.8

11.5

9.4

7.7

2.8

2.9

今回調査
(n=1,429)

前回調査
(n=1,342)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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【年齢別】 

年齢別でみると、『そう思う』割合は、［５．差別的言動があったとき、誤りを指摘できる］

と［７．差別を解消するために、努力している人々を応援したい］と［11．差別を解消する

ために何をすればよいかわからない］で、高齢者より若い世代のほうが高い傾向となってい

ます。 

 

 

１．差別を受けた人のくやしさは、とても人ごととは

思えない 

２．差別を共になくそうとする態度を身につけたい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．差別された人の訴えや願いにもっと耳をかたむ

けたい 

４．人権尊重のまちづくりのため環境をよくするのは

行政の責務だ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

38.5

36.4

31.1

35.9

34.9

42.0

47.7

30.8

39.3

40.2

40.1

45.2

41.6

38.2

23.1

20.7

20.1

20.7

17.0

13.4

9.2

7.7

2.1

6.1

1.3

1.0

1.3

0.3

0.0

0.7

2.4

1.3

1.3

0.4

0.0

0.0

0.7

0.0

0.8

0.6

1.3

4.6

18歳～19歳
(n=13)

20歳～29歳
(n=140)

30歳～39歳
(n=164)

40歳～49歳
(n=237)

50歳～59歳
(n=312)

60歳～69歳
(n=231)

70歳以上
(n=327)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

23.1

40.0

34.1

37.6

36.2

41.6

38.5

46.2

43.6

48.8

47.3

49.4

44.2

42.2

23.1

11.4

12.2

10.1

12.2

11.3

12.8

7.7

2.1

3.0

1.3

0.3

0.9

0.9

0.0

1.4

1.8

3.0

1.0

1.3

0.9

0.0

1.4

0.0

0.8

1.0

0.9

4.6

18歳～19歳
(n=13)

20歳～29歳
(n=140)

30歳～39歳
(n=164)

40歳～49歳
(n=237)

50歳～59歳
(n=312)

60歳～69歳
(n=231)

70歳以上
(n=327)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

23.1

30.0

24.4

27.4

24.4

28.1

34.6

53.8

46.4

48.2

50.2

49.7

45.9

42.2

23.1

18.6

22.0

19.0

23.7

23.4

17.4

0.0

3.6

3.7

2.1

0.6

1.7

1.5

0.0

0.7

1.8

0.8

1.3

0.0

0.3

0.0

0.7

0.0

0.4

0.3

0.9

4.0

18歳～19歳
(n=13)

20歳～29歳
(n=140)

30歳～39歳
(n=164)

40歳～49歳
(n=237)

50歳～59歳
(n=312)

60歳～69歳
(n=231)

70歳以上
(n=327)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

23.1

42.1

34.8

21.9

25.3

32.0

26.3

38.5

34.3

32.3

40.9

44.9

34.6

31.8

23.1

15.0

23.2

28.7

23.4

28.1

26.9

0.0

5.7

6.7

2.5

3.2

4.3

4.3

15.4

2.1

3.0

4.6

2.6

0.9

3.1

0.0

0.7

0.0

1.3

0.6

0.0

7.6

18歳～19歳
(n=13)

20歳～29歳
(n=140)

30歳～39歳
(n=164)

40歳～49歳
(n=237)

50歳～59歳
(n=312)

60歳～69歳
(n=231)

70歳以上
(n=327)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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５．差別的言動があったとき、誤りを指摘できる 

 

６．栗東市は、基本的人権が尊重されている市である 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．差別を解消するために、努力している人々を応援

したい 

８．自分は、差別を解消するために努力している 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

23.1

20.7

6.7

8.4

9.9

9.1

10.7

23.1

29.3

34.1

30.4

28.8

28.1

26.6

30.8

31.4

39.6

44.3

48.7

49.8

45.0

15.4

13.6

14.6

12.7

9.3

11.3

5.5

7.7

4.3

4.9

2.5

2.2

1.3

3.1

0.0

0.7

0.0

1.7

1.0

0.4

9.2

18歳～19歳
(n=13)

20歳～29歳
(n=140)

30歳～39歳
(n=164)

40歳～49歳
(n=237)

50歳～59歳
(n=312)

60歳～69歳
(n=231)

70歳以上
(n=327)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

38.5

40.0

32.9

33.3

25.6

27.3

29.1

46.2

51.4

46.3

48.1

52.9

49.8

41.3

15.4

5.7

15.9

16.0

17.9

19.9

18.3

0.0

1.4

2.4

0.0

1.0

1.3

2.1

0.0

0.7

2.4

1.7

1.3

0.4

0.6
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９．差別の解消はむずかしいので、そっとしておいた

ほうがよい 

10．差別をしないように人権意識を高め、日常生活

に生かしたい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．差別を解消するために何をすればよいかわから

ない 

12．一人ひとりが尊重される集団や社会を築くた

め、リーダーになって努力したい 
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13．さまざまな人権問題の解決には、人を信頼し、認

め合える豊かな人間関係づくりが大切である 
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【学区別】 

学区別でみると、［［４．人権尊重のまちづくりのため環境をよくするのは行政の責務だ］の

『そう思う』割合は、［“大宝東”で77.8％と最も高く、“大宝西”（53.6％）との差が24.2ポイ

ントなっています。また［６．栗東市は、基本的人権が尊重されている市である］の『そう

思う』割合は、“大宝東”で51.0％と最も高く、“治田”（27.7％）との差が23.3ポイントなっ

ています。 
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３．差別された人の訴えや願いにもっと耳をかたむ
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４．人権尊重のまちづくりのため環境をよくするのは

行政の責務だ 
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５．差別的言動があったとき、誤りを指摘できる 

 

６．栗東市は、基本的人権が尊重されている市である 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

７．差別を解消するために、努力している人々を応援

したい 

８．自分は、差別を解消するために努力している 
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９．差別の解消はむずかしいので、そっとしておいた

ほうがよい 

10．差別をしないように人権意識を高め、日常生活

に生かしたい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11．差別を解消するために何をすればよいかわから

ない 

12．一人ひとりが尊重される集団や社会を築くた

め、リーダーになって努力したい 
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17.6
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18.6

13.5

3.1

1.4

1.3

2.9

2.5

1.7

1.3

3.1

1.9

0.8
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1.3

1.4

4.4

1.1

0.9

4.1

1.9

3.8

3.4

2.0

1.4

2.5

5.1

2.2

1.0

0.0

金勝
(n=131)

葉山
(n=146)

葉山東
(n=151)

治田
(n=209)

治田東
(n=160)

治田西
(n=176)

大宝
(n=227)

大宝西
(n=97)

大宝東
(n=104)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

18.3

17.1

13.9

16.3

15.6

17.0

14.5

8.2

11.5

33.6

32.9

38.4

32.5

33.1

26.7

34.8

30.9

37.5

30.5

29.5

26.5

29.2

23.1

33.5

28.2

34.0

17.3

8.4

12.3

13.9

12.9

15.0

13.1

15.0

15.5

21.2

6.1

4.1

4.6

6.7

10.6

6.3

4.8

9.3

12.5

3.1

4.1

2.6

2.4

2.5

3.4

2.6

2.1

0.0

金勝
(n=131)

葉山
(n=146)

葉山東
(n=151)

治田
(n=209)

治田東
(n=160)

治田西
(n=176)

大宝
(n=227)

大宝西
(n=97)

大宝東
(n=104)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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4.0

2.4

4.4
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0.9

1.0

1.9
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4.6
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33.6

40.4
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30.6

36.3

34.1

32.6

26.8

27.9

22.9

26.7

26.5

26.8

23.1

23.3

27.8

35.1

26.9

28.2

21.9

18.5

28.2

26.9

34.1

29.5

29.9

35.6

4.6

3.4

2.6

1.9

2.5

2.8

1.3

2.1

0.0

金勝
(n=131)

葉山
(n=146)

葉山東
(n=151)

治田
(n=209)

治田東
(n=160)

治田西
(n=176)

大宝
(n=227)

大宝西
(n=97)

大宝東
(n=104)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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13．さまざまな人権問題の解決には、人を信頼し、認

め合える豊かな人間関係づくりが大切である 
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2.3

1.4
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1.3

2.8
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0.0
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(n=131)

葉山
(n=146)

葉山東
(n=151)

治田
(n=209)

治田東
(n=160)

治田西
(n=176)

大宝
(n=227)

大宝西
(n=97)

大宝東
(n=104)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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３．部落差別問題について 

（１）部落差別問題に関する意識 

問４ 部落差別問題に関する意識について、あなたはどのように思われますか。（それぞれ１

つだけに○） 

 

■部落差別問題に対する考え 

部落差別問題に対する考えについて、［『そう思わない』より『そう思う』割合のほうが高い

のは、［３．現在、部落差別問題で一番深刻なことは、結婚についてである］（28.7％）、［５．

部落差別問題は、なくなりつつあり、人々の意識からだんだん消えつつある］（56.8％）、［６．

部落差別は、大げさに取りあげることでもない］（38.3％）となっています。 

『そう思わない』割合のほうが高いのは、［［１．対象地域の人とわかると、意識してはいけ

ないと思ってもついつい意識してしまう］［（47.3％）、［７．部落差別問題について自分自身に

問いかけなおしたい］（29.4％）、［８．もし、わが子が対象地域の人とつき合っていたら、悩

んでしまう］（37.9％）となっています。 

［４．部落差別問題は、私とは関係ない話だ］と［９．部落差別問題は近い将来、解決す

る］は『そう思う』と『そう思わない』がほぼ同じ割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6.9

6.9

8.1

8.1

15.5

15.6

6.2

8.0

11.8

19.5

15.7

20.6

20.9

41.3

22.7

15.7

17.8

16.9

24.4

50.5

47.9

40.0

27.9

33.4

45.7

33.5

42.4

18.7

11.1

8.5

14.6

7.8

16.2

14.9

15.9

15.3

28.6

12.9

12.1

13.9

4.9

9.3

14.5

22.0

10.6

1.9

2.9

2.9

2.5

2.7

2.7

3.1

2.7

2.9

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

１．対象地域の人とわかると、意識してはいけないと
思ってもついつい意識してしまう

２．現在、部落差別問題で一番深刻なことは、
就労の安定である

３．現在、部落差別問題で一番深刻なことは、
結婚についてである

４．部落差別問題は、私とは関係ない話だ

５．部落差別問題は、なくなりつつあり、人々の
意識からだんだん消えつつある

６．部落差別は、大げさに取りあげることでもない

７．部落差別問題について自分自身に問いかけなお
したい

８．もし、わが子が対象地域の人とつき合っていたら、
悩んでしまう

９．部落差別問題は近い将来、解決する

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=1,429)
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【前回調査との比較】 

前回調査と比較すると、『そう思う』割合は、［４．部落差別問題は、私とは関係ない話だ］

で7.5ポイント増加しています。また［７．部落差別問題について自分自身に問いかけなおし

たい］では10.5ポイント減少しています。それ以外の項目は、前回調査と傾向は大きく変わっ

ていません。 

 

 

１．対象地域の人とわかると、意識してはいけないと

思ってもついつい意識してしまう 

２．現在、部落差別問題で一番深刻なことは、就労の

安定である 

 

 

 

 

 

 

 

3.現在、部落差別問題で一番深刻なことは、結婚に

ついてである 

４．部落差別問題は、私とは関係ない話だ 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．部落差別問題は、なくなりつつあり、人々の意識

からだんだん消えつつある 

６．部落差別は、大げさに取りあげることでもない 

 

 

 

 

 

 

 

  

6.9

3.6

19.5

18.6

24.4

28.2

18.7

21.2

28.6

26.8

1.9

1.6

今回調査
(n=1,429)

前回調査
(n=1,342)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

6.9

8.6

15.7

19.0

50.5

50.7

11.1

10.7

12.9

8.3

2.9

2.7

今回調査
(n=1,429)

前回調査
(n=1,342)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

8.1

8.9

20.6

23.2

47.9

45.2

8.5

10.1

12.1

10.1

2.9

2.5

今回調査
(n=1,429)

前回調査
(n=1,342)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

8.1

6.4

20.9

15.1

40.0

41.7

14.6

17.8

13.9

17.1

2.5

1.8

今回調査
(n=1,429)

前回調査
(n=1,342)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

15.5

14.4

41.3

40.1

27.9

28.1

7.8

9.9

4.9

5.7

2.7

1.9

今回調査
(n=1,429)

前回調査
(n=1,342)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

15.6

13.6

22.7

23.2

33.4

33.0

16.2

16.6

9.3

11.7

2.7

1.9

今回調査
(n=1,429)

前回調査
(n=1,342)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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７．部落差別問題について自分自身に問いかけなお

したい 

８．もし、わが子が対象地域の人とつき合っていた

ら、悩んでしまう 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．部落差別問題は近い将来、解決する 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6.2

7.5

15.7

24.9

45.7

44.7

14.9

11.5

14.5

8.9

3.1

2.5

今回調査
(n=1,429)

前回調査
(n=1,342)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

8.0

6.3

17.8

16.8

33.5

37.7

15.9

15.9

22.0

21.5

2.7

1.9

今回調査
(n=1,429)

前回調査
(n=1,342)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

11.8

8.1

16.9

16.4

42.4

43.4

15.3

16.5

10.6

13.1

2.9

2.4

今回調査
(n=1,429)

前回調査
(n=1,342)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答



22 

【年齢別】 

年齢別でみると、［［４．部落差別問題は、私とは関係ない話だ］は49歳以下では『そう思わ

ない』より『そう思う』割合のほうが高く、50歳以上では『そう思わない』割合のほうが高

くなっています。また［５．部落差別問題は、なくなりつつあり、人々の意識からだんだん

消えつつある］の『そう思う』割合は、“18歳～19歳”で69.3％、“20歳～29歳”で63.6％と、

“50歳～59歳”（51.0％）との差が10ポイント以上となっています。 

［８.もし、わが子が対象地域の人とつき合っていたら、悩んでしまう］の『そう思わない』

割合は、“20～29歳”で56.4％と最も高く、“70歳以上”（24.4％）との差が32.0ポイントとなっ

ています。 

 

 

１．対象地域の人とわかると、意識してはいけないと

思ってもついつい意識してしまう 

２．現在、部落差別問題で一番深刻なことは、就労の

安定である 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.1

7.9

11.6

6.8

5.8

3.0

7.6

7.7

20.7

17.7

18.1

17.6

22.9

20.8

15.4

16.4

15.9

16.5

32.1

31.2

26.0

15.4

11.4

20.7

23.6

18.3

19.0

17.7

38.5

42.9

34.1

34.2

25.6

22.9

22.3

0.0

0.7

0.0

0.8

0.6

0.9

5.5

18歳～19歳
(n=13)

20歳～29歳
(n=140)

30歳～39歳
(n=164)

40歳～49歳
(n=237)

50歳～59歳
(n=312)

60歳～69歳
(n=231)

70歳以上
(n=327)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

0.0

8.6

6.1

3.4

6.1

4.3

11.9

7.7

22.1

9.8

13.9

17.3

14.3

17.1

84.6

45.0

62.8

54.9

48.4

52.4

43.4

7.7

10.0

7.9

8.0

10.3

19.9

10.4

0.0

13.6

11.6

18.6

16.7

8.2

8.9

0.0

0.7

1.8

1.3

1.3

0.9

8.3

18歳～19歳
(n=13)

20歳～29歳
(n=140)

30歳～39歳
(n=164)

40歳～49歳
(n=237)

50歳～59歳
(n=312)

60歳～69歳
(n=231)

70歳以上
(n=327)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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３．現在、部落差別問題で一番深刻なことは、結婚に

ついてである 

４．部落差別問題は、私とは関係ない話だ 

 

５．部落差別問題は、なくなりつつあり、人々の意識

からだんだん消えつつある 

６．部落差別は、大げさに取りあげることでもない 

 

7.7

6.4

11.6

5.5

6.4

6.5

11.9

15.4

21.4

18.3

16.5

23.4

20.8
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47.1

50.6

49.8
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55.8

38.5
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70歳以上
(n=327)

(%)
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そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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(n=327)

(%)
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そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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(n=327)
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そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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７．部落差別問題について自分自身に問いかけなお

したい 

８．もし、わが子が対象地域の人とつき合っていた

ら、悩んでしまう 

９．部落差別問題は近い将来、解決する 
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【学区別】 

学区別でみると、［［５．部落差別問題は、なくなりつつあり、人々の意識からだんだん消え

つつある］の『そう思う』割合は、“大宝東”66.4％と最も高く、“葉山”（49.3％）との差が

17.1ポイントとなっています。また［６．部落差別は、大げさに取りあげることでもない］

の『そう思う』割合は、“大宝西”で47.4％と最も高く、“葉山東”（27.8％）と19.6ポイント

の差となっています。 

［８.もし、わが子が対象地域の人とつき合っていたら、悩んでしまう］は、“葉山東”で

は『そう思わない』より『そう思う』割合のほうが高く、それ以外の学区では『そう思わな

い』のほうが高くなっています。 

 

 

１．対象地域の人とわかると、意識してはいけないと

思ってもついつい意識してしまう 

２．現在、部落差別問題で一番深刻なことは、就労の

安定である 
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５．部落差別問題は、なくなりつつあり、人々の意識

からだんだん消えつつある 

６．部落差別は、大げさに取りあげることでもない 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.現在、部落差別問題で一番深刻なことは、結婚に

ついてである 

４．部落差別問題は、私とは関係ない話だ 
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９．部落差別問題は近い将来、解決する 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

７．部落差別問題について自分自身に問いかけなお

したい 

８．もし、わが子が対象地域の人とつき合っていた

ら、悩んでしまう 
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問４ 部落差別問題に関する意識について、あなたはどのように思われますか。（それぞれ１つ

だけに○） 

 

■部落差別問題の教育の在り方について 

『そう思わない』より『そう思う』割合のほうが高いのは、［10．部落差別問題学習は、部

落差別を知らない人にまで知らせることになり、差別を広げている］（45.9％）、［［11．部落差

別問題は、人権問題全体の教育・啓発の一環として行うべきである］（44.8％）、［［12．人権意

識を高めるためには、部落差別問題だけをとりあげて教育・啓発を行うのは誤りである］

（58.7％）となっています。 

［13．部落差別問題学習を積極的にすすめれば、人々の差別意識や偏見はなくなっていく］

は、『そう思わない』のほうが高く34.1％となっています。 
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12．人権意識を高めるためには、部落差別問題だけを
とりあげて教育・啓発を行うのは誤りである

13．部落差別問題学習を積極的にすすめれば、人々の
差別意識や偏見はなくなっていく
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【前回調査との比較】 

前回調査と比較すると、同様の傾向となっています。 
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11.部落差別問題は、人権問題全体の教育・啓発の
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１２．人権意識を高めるためには、同和問題（部落差別）だ

けをとりあげて教育・啓発を行うのは誤りである 
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【年齢別】 

年齢別でみると、［［10．部落差別問題学習は、部落差別を知らない人にまで知らせることに

なり、差別を広げている］は、“20歳～29歳”で51.4％、“70歳以上”で51.3％と５割を超え

ています。［11．部落差別問題は、人権問題全体の教育・啓発の一環として行うべきである］

の『そう思う』割合は、［“18歳～19歳”で69.3％と最も高く、次いで［“20歳～29歳”で49.2％、

“60歳～69歳”で46.3％となっています。 

 

10．部落差別問題学習は、部落差別を知らない人に

まで知らせることになり、差別を広げている 

11.部落差別問題は、人権問題全体の教育・啓発の一

環として行うべきである 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２．人権意識を高めるためには、同和問題（部落差別）だ

けをとりあげて教育・啓発を行うのは誤りである 

１３．部落差別問題学習を積極的にすすめれば、人々

の差別意識や偏見はなくなっていく 
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そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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【学区別】 

学区別でみると、［［10．部落差別問題学習は、部落差別を知らない人にまで知らせることに

なり、差別を広げている］の『そう思う』割合は、“金勝”で51.9％と最も高く、次いで“治

田東”が50.0％、“大宝”が48.5％となっています。 

［13．部落差別問題学習を積極的にすすめれば、人々の差別意識や偏見はなくなっていく］

の『そう思わない』割合は、“大宝東”で44.2％と最も高く、“葉山東”（25.9％）と18.3ポイ

ントの差となっています。 

 

 

10．部落差別問題学習は、部落差別を知らない人に

まで知らせることになり、差別を広げている 

11.部落差別問題は、人権問題全体の教育・啓発の

一環として行うべきである 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１２．人権意識を高めるためには、同和問題（部落差別）だ

けをとりあげて教育・啓発を行うのは誤りである 

１３．部落差別問題学習を積極的にすすめれば、人々

の差別意識や偏見はなくなっていく 
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（２）部落差別問題をはじめて知った時期 

問５（１）あなたが、部落差別問題について知ったのは、いつ頃ですか。（１つだけに○） 

 

部落差別を知った年齢は、「９歳～12歳未満（小学校４～６年生のとき）」が31.5％と最も

多く、次いで「はっきり覚えていない」が17.8％、「12歳～15歳未満（中学生のとき）」が17.4％

となっています。 

前回調査と比較すると、「はっきり覚えていない」の割合が3.9ポイント増加しています。

また、「６歳～９歳未満（小学校１～３年生のとき）」は5.0ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、“70歳以上”では「12歳～15歳未満（中学生のとき）」が最も多く、それ

以外の年齢では「９歳～12歳未満（小学校４～６年生のとき）」が最も多くなっています。 
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その他 無回答
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【学区別】 

学区別でみると、いずれの学区も「９歳～12 歳未満（小学校４～６年生のとき）」が最も多

くなっています。 
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（３）部落差別問題をはじめて知ったきっかけ 

問５（２）あなたが、部落差別問題について、はじめて知ったきっかけは、何からですか。

（１つだけに○） 

 

部落差別問題について、はじめて知ったきっかけは、「学校の授業で教わった」が41.1％と

最も多く、次いで「家族（祖父母、父母、きょうだいなど）から聞いた」が24.2％、「学校の

友達から聞いた」が9.6％となっています。 

前回調査と比較すると、「学校の授業で教わった」の割合が4.2ポイント減少しています。 
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学校の友達から聞いた

学校の授業で教わった

テレビ・ラジオ・新聞・本などで知った

インターネットで知った

同和問題の集会や研修会で知った

市や県の広報誌や冊子などで知った

その他

無回答

(%)
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【年齢別】【学区別】 

年齢別でみると、“60歳以上”では［「家族（祖父母、父母、きょうだいなど）から聞いた」が

最も多く、それ以外の年齢では「学校の授業で教わった」が最も多くなっています。 

学区別でみると、いずれの学区も「学校の授業で教わった」が最も多くなっています。 
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18歳～19歳 13 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 84.6 0.0 7.7 0.0 0.0 7.7 0.0

20歳～29歳 140 12.1 0.7 0.7 2.1 2.9 63.6 2.9 7.9 0.7 2.1 3.6 0.7

30歳～39歳 164 19.5 0.0 2.4 1.8 8.5 53.0 4.9 2.4 2.4 1.8 4.3 0.6

40歳～49歳 237 14.3 0.4 0.4 2.1 4.6 62.9 3.8 2.1 2.5 2.5 3.0 1.3

50歳～59歳 312 21.2 1.3 1.0 2.2 8.7 54.5 2.9 0.3 2.6 2.9 2.9 0.6

60歳～69歳 231 40.3 4.3 3.5 2.2 15.6 26.4 3.5 0.0 3.9 1.7 2.2 1.7

70歳以上 327 31.5 4.0 14.4 9.2 13.5 6.1 5.8 0.3 8.6 3.4 3.1 3.4

金勝 131 20.6 1.5 9.2 1.5 8.4 42.0 3.1 3.1 4.6 5.3 0.8 0.8

葉山 146 26.0 2.1 4.1 1.4 12.3 42.5 3.4 0.7 4.1 0.7 3.4 0.7

葉山東 151 33.1 0.7 4.6 4.6 6.6 34.4 5.3 0.7 4.6 0.7 2.6 2.0

治田 209 24.4 1.9 1.4 3.8 13.9 41.6 3.3 1.0 3.3 1.9 3.3 1.0

治田東 160 24.4 3.8 5.6 7.5 10.6 33.8 7.5 1.3 3.1 1.3 1.9 1.9

治田西 176 26.7 2.3 7.4 5.7 8.5 41.5 3.4 1.1 3.4 4.0 0.6 1.7

大宝 227 23.3 2.6 2.2 1.8 9.3 42.7 3.5 2.2 4.4 3.5 4.4 2.2

大宝西 97 24.7 1.0 6.2 3.1 5.2 45.4 1.0 0.0 6.2 3.1 4.1 1.0

大宝東 104 13.5 1.0 1.9 2.9 8.7 54.8 5.8 1.9 2.9 1.9 6.7 0.0

年
齢
別

学
区
別
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（４）現在でも部落差別があると思うか 

問５（３）あなたは、現在でも部落差別があると思いますか。（１つだけに○） 

 

現在でも部落差別があると思うかは、「部落差別はいまだにあると思う」が74.1％、「部落

差別はもはや存在しないと思う」が21.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、［「部落差別はいまだにあると思う」割合は、69歳までは高齢になるほど高

くなっており、“60歳～69歳”で81.8％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

74.1 21.5 4.4

部落差別はいまだにあると思う 部落差別はもはや存在しないと思う 無回答

全体
(n=1,429)

(%)
0 20 40 60 80 100

46.2

63.6

68.9

74.3

80.8

81.8

70.6

53.8

33.6

29.3

21.5

17.3

14.7

20.2

0.0

2.9

1.8

4.2

1.9

3.5

9.2

部落差別はいまだにあると思う 部落差別はもはや存在しないと思う 無回答

18歳～19歳
(n=13)

20歳～29歳
(n=140)

30歳～39歳
(n=164)

40歳～49歳
(n=237)

50歳～59歳
(n=312)

60歳～69歳
(n=231)

70歳以上
(n=327)

(%)
0 20 40 60 80 100
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【学区別】 

学区別でみると、［「部落差別はいまだにあると思う」割合は、いずれの学区も７割台となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

73.3

75.3

78.8

73.7

73.1

71.0

74.9

71.1

75.0

22.1

19.9

17.9

23.0

21.9

24.4

21.1

24.7

21.2

4.6

4.8

3.3

3.3

5.0

4.5

4.0

4.1

3.8

部落差別はいまだにあると思う 部落差別はもはや存在しないと思う 無回答

金勝
(n=131)

葉山
(n=146)

葉山東
(n=151)

治田
(n=209)

治田東
(n=160)

治田西
(n=176)

大宝
(n=227)

大宝西
(n=97)

大宝東
(n=104)

(%)
0 20 40 60 80 100
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（５）部落差別が残っている原因 

問５（（４）((３）で「１．部落差別はいまだにあると思う」とお答えになった方におたずねします。) 

現在でも部落差別が残っているとすれば、その原因はどこにあると思いますか。（あて 

はまるものすべてに〇） 

 

現在も部落差別が残っている原因は、「昔からある偏見や差別意識を、そのまま受け入れて

しまう人が多いから」が66.9％と最も多く、次いで「部落差別に関する正しい知識を持って

いない人がいるから」が44.0％、「地域社会や家庭において偏見が植え付けられることがある

から」が40.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

44.0

26.3

12.5

66.9

40.4

18.4

4.3

37.6

9.2

4.3

1.1

4.3

0.3

0 20 40 60 80

部落差別に関する正しい知識を持っていない人がいるから

落書きやインターネット上などで差別を助長する人がいるから

これまでの教育や啓発が十分でなかったから

昔からある偏見や差別意識を、そのまま受け入れてしまう人が多いから

地域社会や家庭において偏見が植え付けられることがあるから

被差別部落が行政から優遇されていたように感じるから

道路や水道などのインフラ整備が十分でない地域がまだ残っているから

被差別部落に対するマイナスイメージがまだ残っているから

教育や啓発をやりすぎたから

その他

特にない

わからない

無回答

(%)
(n=1,059)
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【年齢別】【学区別】 

年齢別でみると、いずれの年齢も「昔からある偏見や差別意識を、そのまま受け入れてし

まう人が多いから」が最も多くなっています。“18歳～19歳”では、「落書きやインターネッ

ト上などで差別を助長する人がいるから」と「地域社会や家庭において偏見が植え付けられ

ることがあるから」も多くなっています。 

学区別でみると、いずれの学区も「昔からある偏見や差別意識を、そのまま受け入れてし

まう人が多いから」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（％）
調
査
数

（
ｎ

）

部
落
差
別
に
関
す
る
正
し
い
知
識

を
持

っ
て
い
な
い
人
が
い
る
か
ら

落
書
き
や
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
上
な

ど
で
差
別
を
助
長
す
る
人
が
い
る

か
ら

こ
れ
ま
で
の
教
育
や
啓
発
が
十
分

で
な
か

っ
た
か
ら

昔
か
ら
あ
る
偏
見
や
差
別
意
識

を

、
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
て
し
ま

う
人
が
多
い
か
ら

地
域
社
会
や
家
庭
に
お
い
て
偏
見

が
植
え
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る

か
ら

被
差
別
部
落
が
行
政
か
ら
優
遇
さ

れ
て
い
た
よ
う
に
感
じ
る
か
ら

道
路
や
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
が
十
分
で
な
い
地
域
が
ま
だ

残

っ
て
い
る
か
ら

被
差
別
部
落
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ス

イ
メ
ー

ジ
が
ま
だ
残

っ
て
い
る
か

ら 教
育
や
啓
発
を
や
り
す
ぎ
た
か
ら

そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

18歳～19歳 6 16.7 50.0 0.0 50.0 50.0 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7 0.0

20歳～29歳 89 30.3 25.8 10.1 65.2 41.6 7.9 7.9 25.8 5.6 3.4 1.1 9.0 1.1

30歳～39歳 113 37.2 33.6 20.4 69.0 54.9 8.8 11.5 41.6 7.1 5.3 0.0 2.7 0.0

40歳～49歳 176 44.9 23.3 10.2 62.5 41.5 18.2 4.0 37.5 11.4 5.7 1.7 4.0 0.0

50歳～59歳 252 47.2 30.6 12.7 70.2 46.0 19.0 2.8 42.5 9.1 6.3 0.4 2.0 0.0

60歳～69歳 189 42.9 25.9 13.2 64.6 36.0 19.6 2.1 39.2 8.5 2.1 1.6 5.8 0.0

70歳以上 231 49.8 20.3 10.8 68.8 29.9 26.0 3.5 34.2 10.8 3.0 1.7 4.8 0.9

金勝 96 50.0 28.1 13.5 66.7 44.8 22.9 3.1 33.3 9.4 4.2 0.0 8.3 0.0

葉山 110 39.1 31.8 14.5 67.3 39.1 17.3 4.5 37.3 9.1 3.6 2.7 1.8 0.0

葉山東 119 44.5 24.4 9.2 67.2 37.0 14.3 4.2 38.7 5.0 1.7 2.5 4.2 0.0

治田 154 50.6 23.4 15.6 64.3 41.6 16.9 3.9 42.2 8.4 7.8 1.3 3.2 0.6

治田東 117 49.6 25.6 15.4 70.9 47.0 18.8 5.1 39.3 9.4 3.4 0.0 6.8 0.9

治田西 125 38.4 28.0 12.8 70.4 44.0 11.2 3.2 36.0 8.8 4.0 0.0 4.8 0.0

大宝 170 43.5 27.1 11.2 68.8 38.2 24.1 4.7 41.2 10.0 3.5 1.8 4.1 0.0

大宝西 69 37.7 21.7 5.8 60.9 36.2 30.4 2.9 36.2 13.0 5.8 1.4 1.4 0.0

大宝東 78 35.9 29.5 7.7 64.1 37.2 15.4 7.7 29.5 12.8 5.1 0.0 2.6 0.0

年
齢
別

学
区
別
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４．さまざまな人権問題について 

（１）人権の尊重や侵害に関する意識 

問６ 人権の尊重や侵害については、人によってさまざまな意見があります。あなたはどのよ

うに思われますか。（それぞれ１つだけに○） 

 

■女性に関わる問題 

女性に関わる問題について、『そう思わない』より『そう思う』割合のほうが高いのは、［［１．

結婚すれば妻は夫の姓を名乗るのが自然だ］［（35.4％）、［［２．世の中はいろいろな場面で男性

優位だと感じる］（58.8％）となっています。 

［３．男性は外で働き、女性は家庭を中心に家事・育児を担うのがよい］は、［『そう思わな

い』のほうが高く 52.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■子どもに関わる問題 

子どもに関わる問題については、いずれの項目も『そう思わない』割合のほうが高く、［［４．

子どもの意見表明権が制定されたが、子どもの意見を聞く必要はない］が 78.3％、［［５．子ど

ものしつけのためなら、時には親が体罰を加えることもやむを得ない］が 55.1％、［［６．病気

や障がいなど、ケアを要する家族がいる場合、子どもでも家事や家族の世話、介護などを日

常的に担わなければならないのは、しかたのないことだ］が 39.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

1.6

3.6

6.6

2.4

11.3

18.5

11.9

24.4

30.4

26.2

17.6

18.0

52.1

37.5

21.4

5.7

5.5

5.1

４．子どもの意見表明権が制定されたが、子どもの
意見を聞く必要はない

５．子どものしつけのためなら、時には親が体罰を
加えることもやむを得ない

６．病気や障がいなど、ケアを要する家族がいる場合、
子どもでも家事や家族の世話、介護などを日常的に

担わなければならないのは、しかたのないことだ

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=1,429)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

12.9

18.7

3.0

22.5

40.1

9.7

31.4

22.6

28.8

10.3

6.6

18.5

18.1

6.9

34.4

4.8

5.2

5.5

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

１．結婚すれば妻は夫の姓を名乗るのが自然だ

２．世の中はいろいろな場面で男性優位だと感じる

３．男性は外で働き、女性は家庭を中心に
家事・育児を担うのがよい

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=1,429)
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■高齢者に関わる問題 

高齢者に関わる問題については、いずれの項目も『そう思う』割合のほうが高く、［［７．高

齢者が暮らしやすくするために、社会の仕組みづくりを進めていく必要がある］が 75.0％、

［８．認知症で徘徊する高齢者は迷惑をかけるから、行動の自由を制限されても仕方がない］

が 36.9％、［９．高齢者であるというだけで、仕事の機会や職種が制約されるようなことは

あってはならない］が 62.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■障がいのある人に関わる問題 

障がいのある人に関わる問題について、『そう思わない』より『そう思う』割合のほうが高

いのは、［［10．障がいのある人に対する不当な扱いを減らし、合理的配慮について考えていく

必要がある］［（83.0％）、［［11．補助犬を連れていることを理由に、入店を断られることは問題

である］（71.7％）となっています。 

［12．企業は利潤が第一なのだから、障がい者の雇用が進まなくても仕方がない］は『そ

う思わない』のほうが高く 55.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

36.4

10.0

30.3

38.6

26.9

32.6

14.3

31.2

21.6

3.3

13.2

6.4

2.3

13.3

3.8

5.2

5.4

5.2

７．高齢者が暮らしやすくするために、社会の
仕組みづくりを進めていく必要がある

８．認知症で徘徊する高齢者は迷惑をかけるから、
行動の自由を制限されても仕方がない

９．高齢者であるというだけで、仕事の機会や職種が
制約されるようなことはあってはならない

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=1,429)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

41.1

44.3

2.9

41.9

27.4

7.3

9.6

18.4

29.1

1.3

2.9

27.8

0.9

1.5

27.3

5.2

5.5

5.6

10．障がいのある人に対する不当な扱いを減らし、
合理的配慮について考えていく必要がある

11．補助犬を連れていることを理由に、
入店を断られることは問題である

12．企業は利潤が第一なのだから、障がい者の
雇用が進まなくても仕方がない

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=1,429)
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62.1

51.6

47.6

24.4

32.1

29.3

5.8

8.0

13.4

1.0

0.8

1.7

0.7

1.2

1.6

5.9

6.2

6.4

16．インターネットやSNSによる情報は、差別や
偏見を広げることがあるので、注意する必要

がある

17．差別をあおるような書き込みをした人に対し、
処罰する法整備が必要だ

18．インターネット上に被差別部落の所在地を
載せることは部落差別を助長する深刻な

問題行為だ

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=1,429)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

24.8

18.2

31.9

36.9

27.2

36.4

22.0

33.3

21.1

5.2

9.4

3.6

5.9

6.8

2.0

5.2

5.2

5.1

13．外国人の生活習慣や文化への理解や認識を
深めていく必要がある

14．外国人だからという理由で、賃貸住宅への入居
を断る不動産業者がいることは問題である

15．日本に住む外国人は、できるだけ日本の文化
や習慣に合わせる努力をすべきである

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=1,429)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

■外国人に関わる問題 

外国人に関わる問題については、いずれの項目も『そう思う』割合のほうが高く、［［13．外

国人の生活習慣や文化への理解や認識を深めていく必要がある］が 61.7％、［14．外国人だ

からという理由で、賃貸住宅への入居を断る不動産業者がいることは問題である］が 45.4％、

［15．日本に住む外国人は、できるだけ日本の文化や習慣に合わせる努力をすべきである］

が 68.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■インターネットに関わる問題 

インターネットに関わる問題については、いずれの項目も『そう思う』割合のほうが高く、

［16．インターネットや SNS による情報は、差別や偏見を広げることがあるので、注意する

必要がある］が 86.5％、［［17．差別をあおるような書き込みをした人に対し、処罰する法整備

が必要だ］が 83.7％、［18．インターネット上に被差別部落の所在地を載せることは部落差

別を助長する深刻な問題行為だ］が 76.9％となっています。 
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41.0

55.2

15.9

34.9

23.6

23.6

14.6

11.0

30.6

1.7

2.3

12.2

1.1

1.2

10.9

6.6

6.7

6.9

23．災害時や緊急事態宣言時には、一層人権を
大切にすることが重要である

24．犯罪被害者について、報道によってプライバシー
が侵害されたり、私生活の平穏が保てなくなる

ことは問題である

25．刑を終えて出所した人が、更生した後も、インター
ネットなどで過去の犯罪歴を調べられることがあっ

てもやむを得ない

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=1,429)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

2.7

9.2

15.3

13.8

5.3

26.4

34.2

33.9

74.7

47.2

33.2

35.3

5.2

3.9

4.4

3.8

4.1

5.5

5.2

5.2

8.0

7.8

7.6

7.9

19．栗東市は、性的少数者（性的マイノリティー）
またはLGBTQにとって、暮らしやすい環境だ

20．性的少数者（性的マイノリティー）または
LGBTQへの配慮がもっと必要だ

21．LGBTQ等といった性の多様性について理解を
深め、社会の仕組みづくりを整備していくべきだ

22．LGBTQ等といった性の多様性に対する
積極的な教育・啓発が必要である

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=1,429)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

■性的少数者（性的マイノリティー）に関わる問題 

性的少数者（性的マイノリティー）に関わる問題について、『そう思わない』より『そう思

う』割合のほうが高いのは、［20．性的少数者（性的マイノリティー）または LGBTQ への配慮

がもっと必要だ］が 35.6％、［［21．LGBTQ 等といった性の多様性について理解を深め、社会の

仕組みづくりを整備していくべきだ］が 49.5％、［22．LGBTQ 等といった性の多様性に対する

積極的な教育・啓発が必要である］が 47.7％となっています。 

［19．栗東市は、性的少数者（性的マイノリティー）または LGBTQ にとって、暮らしやす

い環境だ］は、『そう思う』が 8.0％、『そう思わない』が 9.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■その他の人権に関する問題 

その他の人権に関する問題については、いずれの項目も『そう思う』のほうが高く、［23．

災害時や緊急事態宣言時には、一層人権を大切にすることが重要である］が 75.9％、［［24．犯

罪被害者について、報道によってプライバシーが侵害されたり、私生活の平穏が保てなくな

ることは問題である］が 78.8％、［25．刑を終えて出所した人が、更生した後も、インター

ネットなどで過去の犯罪歴を調べられることがあってもやむを得ない］が 39.5％となってい

ます。 
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【前回調査との比較】 

前回調査と比較すると、『そう思う』割合は、［７．高齢者が暮らしやくするために、社会

の仕組みづくりを進めていく必要がある］で8.1ポイント、［13.外国人の生活習慣や文化への

理解や認識を深めていく必要がある］で8.1ポイント、［21．LGBTQ等といった性の多様性につ

いて理解を深め、社会の仕組みづくりを整備していくべきだ］で16.5ポイント、それぞれ減

少しています。それ以外の項目は、前回調査と傾向は大きく変わっていません。 

 

 

７．高齢者が暮らしやくするために、社会の仕組みづ

くりを進めていく必要がある 

10．障がいのある人に対する不当な扱いを減らし、

合理的配慮について考えていく必要がある 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.外国人の生活習慣や文化への理解や認識を深め

ていく必要がある 

16．インターネットや SNSによる情報は、差別や偏見

を広げることがあるので、注意する必要がある 

 

 

 

 

 

 

 

 

21．LGBTQ等といった性の多様性について理解を

深め、社会の仕組みづくりを整備していくべきだ 

23．災害時や緊急事態宣言時には、一層人権を大

切にすることが重要である 

 

 

 

 

  

 

 

【上記以外の問６の１～６、８、９、11、12、14、15、17～20、22、24、25 には前回調査はありません。】 
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【年齢別】 

■女性に関わる問題（年齢別） 

［１．結婚すれば妻は夫の姓を名乗るのが自然だ］では、『そう思う』は“18歳～19歳”で

61.6％、“70歳以上”で48.4％となっています。［２．世の中はいろいろな場面で男性優位だ

と感じる］の『そう思う』は、“50歳～59歳”で65.4％、“60歳～69歳”で63.2％となってい

ます。［３．男性は外で働き、女性は家庭を中心に家事・育児を担うのがよい］の『そう思わ

ない』割合は、［“18歳～29歳”で61.5％と最も高く、“70歳以上”（39.8％）と21.7ポイントの

差となっています。 

 

１．結婚すれば妻は夫の姓を名乗るのが自然だ 
 

２．世の中はいろいろな場面で男性優位だと感じる 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
３．男性は外で働き、女性は家庭を中心に家事・育児

を担うのがよい 

 

 

 

 

 

 

 

■子どもに関わる問題（年齢別） 
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■子どもに関わる問題（年齢別） 

［４．子どもの意見表明権が制定されたが、子どもの意見を聞く必要はない］と［５．子

どものしつけのためなら、時には親が体罰を加えることもやむを得ない］は、いずれの年齢

も『そう思う』より『そう思わない』割合のほうが高くなっています。［６．病気や障がいな

ど、ケアを要する家族がいる場合、子どもでも家事や家族の世話、介護などを日常的に担わ

なければならないのは、しかたのないことだ］は、“18歳～19歳”と“70歳以上”では『そう

思う』のほうが高く、それ以外の年齢では『そう思わない』のほうが高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．病気や障がいなど、ケアを要する家族がいる場合、

子どもでも家事や家族の世話、介護などを日常的

に担わなければならないのは、しかたのないことだ 

 

 

 

  

４．子どもの意見表明権が制定されたが、子どもの

意見を聞く必要はない 

５．子どものしつけのためなら、時には親が体罰を加

えることもやむを得ない 
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■高齢者に関わる問題（年齢別） 

［７．高齢者が暮らしやすくするために、社会の仕組みづくりを進めていく必要がある］

の『そう思う』割合は、“60歳～69歳”で81.4％と最も高くなっています。［８．認知症で徘

徊する高齢者は迷惑をかけるから、行動の自由を制限されても仕方がない］は、“70歳以上”

では『そう思う』より『そう思わない』割合のほうが高くなっています。［９．高齢者である

というだけで、仕事の機会や職種が制約されるようなことはあってはならない］の『そう思

う』割合は、“50歳～59歳”で69.2％と最も高くなっています。 

 

７．高齢者が暮らしやすくするために、社会の仕組み

づくりを進めていく必要がある 

８．認知症で徘徊する高齢者は迷惑をかけるから、行

動の自由を制限されても仕方がない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．高齢者であるというだけで、仕事の機会や職種が

制約されるようなことはあってはならない 
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■障がいのある人に関わる問題（年齢別） 

［10．障がいのある人に対する不当な扱いを減らし、合理的配慮について考えていく必要

がある］は、いずれの年齢も『そう思う』が７割以上となっています。［11．補助犬を連れて

いることを理由に、入店を断られることは問題である］の『そう思う』は、20歳～69歳で７

割台となっています。［12．企業は利潤が第一なのだから、障がい者の雇用が進まなくても仕

方がない］は、いずれの年齢も『そう思う』より『そう思わない』割合のほうが高くなって

います。 

 

10．障がいのある人に対する不当な扱いを減らし、

合理的配慮について考えていく必要がある 

11．補助犬を連れていることを理由に、入店を断ら

れることは問題である 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12．企業は利潤が第一なのだから、障がい者の雇用

が進まなくても仕方がない 

 

 

 

 

 

 

 

 

■外国人に関わる問題（年齢別） 
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■外国人に関わる問題（年齢別） 

［13．外国人の生活習慣や文化への理解や認識を深めていく必要がある］は、いずれの年

齢も『そう思う』が５～６割台となっています。［14．外国人だからという理由で、賃貸住宅

への入居を断る不動産業者がいることは問題である］は、いずれの年齢も『そう思う』が４

割台となっています。［15．日本に住む外国人は、できるだけ日本の文化や習慣に合わせる努

力をすべきである］の『そう思う』割合は、高齢者より若い世代のほうが高い傾向となって

います。 

 

13．外国人の生活習慣や文化への理解や認識を深

めていく必要がある 

14．外国人だからという理由で、賃貸住宅への入居

を断る不動産業者がいることは問題である 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15．日本に住む外国人は、できるだけ日本の文化や

習慣に合わせる努力をすべきである 

 

 

 

 

  

15.4

23.6

19.5

26.6

23.4

26.4

27.8

46.2

36.4

32.9

38.0

43.3

37.2

31.8

23.1

20.7

25.6

20.7

19.9

23.4

22.6

0.0

11.4

7.9

6.8

5.4

2.2

2.4

15.4

7.1

13.4

5.5

5.4

4.8

2.8

0.0

0.7

0.6

2.5

2.6

6.1

12.5

18歳～19歳
(n=13)

20歳～29歳
(n=140)

30歳～39歳
(n=164)

40歳～49歳
(n=237)

50歳～59歳
(n=312)

60歳～69歳
(n=231)

70歳以上
(n=327)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

23.1

23.6

15.9

17.3

15.1

18.6

20.2

23.1

25.0

25.0

25.3

29.5

29.4

26.9

38.5

27.9

30.5

34.6

37.2

32.0

33.6

0.0

12.9

15.2

13.9

9.0

7.4

4.0

15.4

10.0

12.8

6.3

6.7

6.1

3.1

0.0

0.7

0.6

2.5

2.6

6.5

12.2

18歳～19歳
(n=13)

20歳～29歳
(n=140)

30歳～39歳
(n=164)

40歳～49歳
(n=237)

50歳～59歳
(n=312)

60歳～69歳
(n=231)

70歳以上
(n=327)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

38.5

43.6

42.1

35.9

28.2

29.4

24.2

46.2

31.4

37.8

33.3

41.3

33.8

37.0

7.7

15.0

14.0

22.8

22.8

25.1

22.3

7.7

5.7

4.3

3.4

3.5

3.0

2.8

0.0

2.9

1.2

2.1

1.6

2.2

1.8

0.0

1.4

0.6

2.5

2.6

6.5

11.9

18歳～19歳
(n=13)

20歳～29歳
(n=140)

30歳～39歳
(n=164)

40歳～49歳
(n=237)

50歳～59歳
(n=312)

60歳～69歳
(n=231)

70歳以上
(n=327)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答



50 

■インターネットに関わる問題（年齢別） 

［16．インターネットやSNSによる情報は、差別や偏見を広げることがあるので、注意する

必要がある］の『そう思う』割合は、“20歳～29歳”で92.1％と最も高くなっています。［17．

差別をあおるような書き込みをした人に対し、処罰する法整備が必要だ］の『そう思う』割

合は、“50歳～59歳”で91.0％と最も高くなっています。［18．インターネット上に被差別部

落の所在地を載せることは部落差別を助長する深刻な問題行為だ］の『そう思う』割合は、

“60歳～69歳”で81.8％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

16．インターネットや SNSによる情報は、差別や偏

見を広げることがあるので、注意する必要がある 
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18．インターネット上に被差別部落の所在地を載せ
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■性的少数者（性的マイノリティー）に関わる問題（年齢別） 

［19．栗東市は、性的少数者（性的マイノリティー）またはLGBTQにとって、暮らしやすい

環境だ］は、“20歳～29歳”と“70歳以上”では『そう思わない』より『そう思う』割合のほ

うが高くなっています。［20．性的少数者（性的マイノリティー）またはLGBTQへの配慮がもっ

と必要だ］の『そう思う』割合は、“18歳～29歳”で４割台と他の年代より高くなっています。

［21．LGBTQ等といった性の多様性について理解を深め、社会の仕組みづくりを整備していく

べきだ］の『そう思う』は、“18歳～29歳”と“40歳～69歳”で５～６割台となっています。

［22．LGBTQ等といった性の多様性に対する積極的な教育・啓発が必要である］の『そう思う』

割合は、“18歳～49歳”と“60歳～69歳”で５～６割台となっています。 
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■その他の人権に関する問題（年齢別） 

［23．災害時や緊急事態宣言時には、一層人権を大切にすることが重要である］の『そう

思う』割合は、“20歳～29歳”で80.7％と最も高くなっています。［24．犯罪被害者について、

報道によってプライバシーが侵害されたり、私生活の平穏が保てなくなることは問題である］

の『そう思う』割合は、“40歳～49歳”で88.2％と最も高く、“70歳以上”（66.4％）と21.8ポ

イントの差となっています。［25．刑を終えて出所した人が、更生した後も、インターネット

などで過去の犯罪歴を調べられることがあってもやむを得ない］の『そう思う』割合は、20

歳以上では若い世代ほど高い傾向となっています。 

 

23．災害時や緊急事態宣言時には、一層人権を大切

にすることが重要である 

24．犯罪被害者について、報道によってプライバシーが侵害

されたり、私生活の平穏が保てなくなることは問題である 
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【学区別】 

■女性に関わる問題（学区別） 

［１．結婚すれば妻は夫の姓を名乗るのが自然だ］の『そう思う』割合は、“金勝”で42.0％

と最も高く、“葉山”（29.5％）とは12.5ポイントの差となっています。［２．世の中はいろいろ

な場面で男性優位だと感じる］の『そう思う』割合は、いずれの地域も５～６割台で傾向に大

きな違いはありません。［３．男性は外で働き、女性は家庭を中心に家事・育児を担うのがよ

い］の『そう思わない』割合は、“大宝東”で63.5％と最も高く、“金勝”（43.5％）と20.0ポイ

ントの差となっています。 

 

１．結婚すれば妻は夫の姓を名乗るのが自然だ 

 

２．世の中はいろいろな場面で男性優位だと感じる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３．男性は外で働き、女性は家庭を中心に家事・育児

を担うのがよい 
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■子どもに関わる問題（学区別） 

［４．子どもの意見表明権が制定されたが、子どもの意見を聞く必要はない］と［６．病

気や障がいなど、ケアを要する家族がいる場合、子どもでも家事や家族の世話、介護などを

日常的に担わなければならないのは、しかたのないことだ］は、学区別でみても傾向に大き

な違いはありません。［５．子どものしつけのためなら、時には親が体罰を加えることもやむ

を得ない］の『そう思わない』割合は、“大宝東”で65.4％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

４．子どもの意見表明権が制定されたが、子どもの

意見を聞く必要はない 

５．子どものしつけのためなら、時には親が体罰を加

えることもやむを得ない 

６．病気や障がいなど、ケアを要する家族がいる場合、
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■高齢者に関わる問題（学区別） 

［７．高齢者が暮らしやすくするために、社会の仕組みづくりを進めていく必要がある］

は、学区別にみても傾向に大きな違いはありません。［［８．認知症で徘徊する高齢者は迷惑を

かけるから、行動の自由を制限されても仕方がない］の『そう思う』割合は、“治田”で43.5％

と最も高くなっています。［９．高齢者であるというだけで、仕事の機会や職種が制約される

ようなことはあってはならない］の『そう思う』割合は、“葉山東”で69.5％と最も高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．高齢者が暮らしやすくするために、社会の仕組み

づくりを進めていく必要がある 

８．認知症で徘徊する高齢者は迷惑をかけるから、行

動の自由を制限されても仕方がない 

９．高齢者であるというだけで、仕事の機会や職種が

制約されるようなことはあってはならない 
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■障がいのある人に関わる問題（学区別） 

［10．障がいのある人に対する不当な扱いを減らし、合理的配慮について考えていく必要

がある］の『そう思う』割合は、“大宝東”で91.3％と最も高くなっています。［11．補助犬

を連れていることを理由に、入店を断られることは問題である］の『そう思う』割合は、“葉

山東”で78.2％と最も高くなっています。［12．企業は利潤が第一なのだから、障がい者の雇

用が進まなくても仕方がない］の『そう思う』割合は、“金勝”（13.0％）“治田”（12.9％）

で高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10．障がいのある人に対する不当な扱いを減らし、

合理的配慮について考えていく必要がある 

11．補助犬を連れていることを理由に、入店を断ら

れることは問題である 

12．企業は利潤が第一なのだから、障がい者の雇用

が進まなくても仕方がない 
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■外国人に関わる問題（学区別） 

［13．外国人の生活習慣や文化への理解や認識を深めていく必要がある］の『そう思う』

割合は、“大宝東”で72.1％と最も高くなっています。［14．外国人だからという理由で、賃

貸住宅への入居を断る不動産業者がいることは問題である］の『そう思う』割合は、“大宝東”

で52.0％と最も高くなっています。［15．日本に住む外国人は、できるだけ日本の文化や習慣

に合わせる努力をすべきである］の『そう思う』割合は、“治田西”で76.1％と最も高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

13．外国人の生活習慣や文化への理解や認識を深

めていく必要がある 

14．外国人だからという理由で、賃貸住宅への入居

を断る不動産業者がいることは問題である 

15．日本に住む外国人は、できるだけ日本の文化や

習慣に合わせる努力をすべきである 
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■インターネットに関わる問題（学区別） 

［16．インターネットやSNSによる情報は、差別や偏見を広げることがあるので、注意する

必要がある］は、学区別にみても傾向に大きな違いはありません。［17．差別をあおるような

書き込みをした人に対し、処罰する法整備が必要だ］の『そう思う』割合は、“大宝東”で89.4％

と最も高くなっています。［18．インターネット上に被差別部落の所在地を載せることは部落

差別を助長する深刻な問題行為だ］の『そう思う』割合は、“葉山東”で82.8％と最も高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16．インターネットや SNSによる情報は、差別や偏

見を広げることがあるので、注意する必要がある 
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■性的少数者（性的マイノリティー）に関わる問題（学区別） 

［19．栗東市は、性的少数者（性的マイノリティー）またはLGBTQにとって、暮らしやすい

環境だ］と［20．性的少数者（性的マイノリティー）またはLGBTQへの配慮がもっと必要だ］

は、学区別にみても傾向に大きな違いはありません。［21．LGBTQ等といった性の多様性につ

いて理解を深め、社会の仕組みづくりを整備していくべきだ］の『そう思う』割合は、“大宝

東”で57.7％と最も高くなっています。［22．LGBTQ等といった性の多様性に対する積極的な

教育・啓発が必要である］の『そう思う』割合は、“大宝東”と“治田東”で51.9％と最も高

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

19．栗東市は、性的少数者（性的マイノリティー）また

は LGBTQにとって、暮らしやすい環境だ 

20．性的少数者（性的マイノリティー）または

LGBTQへの配慮がもっと必要だ 

21．LGBTQ等といった性の多様性について理解を

深め、社会の仕組みづくりを整備していくべきだ 

22．LGBTQ等といった性の多様性に対する積極

的な教育・啓発が必要である 
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■その他の人権に関する問題（学区別） 

［23．災害時や緊急事態宣言時には、一層人権を大切にすることが重要である］の『そう

思う』割合は、“大宝東”で86.5％と最も高く、“治田東”（68.2％）と18.3ポイントの差となっ

ています。［24．犯罪被害者について、報道によってプライバシーが侵害されたり、私生活の

平穏が保てなくなることは問題である］の『そう思う』割合は、“大宝東”で89.4％と最も高

く、“金勝”（71.7％）と17.7ポイントの差となっています。［25．刑を終えて出所した人が、

更生した後も、インターネットなどで過去の犯罪歴を調べられることがあってもやむを得な

い］の『そう思う』割合は、“大宝東”で48.0％と最も高く、“治田東”（32.5％）と15.5ポイ

ントの差となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23．災害時や緊急事態宣言時には、一層人権を大切

にすることが重要である 

24．犯罪被害者について、報道によってプライバシーが侵害

されたり、私生活の平穏が保てなくなることは問題である 

25．刑を終えて出所した人が、更生した後も、インターネットなど

で過去の犯罪歴を調べられることがあってもやむを得ない 
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１．近隣に被差別部落がある

２．近隣に低所得者など生活が困難な人が
多く住んでいる

３．近隣に外国人住民が多く住んでいる

４．近くに精神科病院や障がい者施設がある
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（２）住宅を選ぶ際の条件 

問７ あなたが住宅を選ぶ際の条件について、あなたはどのように思われますか。（それぞれ

１つだけに○） 

 

住宅を選ぶ際の条件については、「避けると思う」と「どちらかといえば避けると思う」

を合わせた『避けると思う』割合は、［３．近隣に外国人住民が多く住んでいる］で 47.6％

と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査との比較】 

前回調査と比較すると、『避けると思う』割合は、［３．近隣に外国人住民が多く住んでい

る］で 11.8 ポイント増加しています。 
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【年齢別】 

年齢別でみると、[１．近隣に被差別部落がある]は、“18歳～29歳”では『避けると思う』

より『避けないと思う』割合のほうが高く、それ以外の年齢では『避けると思う』のほうが

高くなっています。［２．近隣に低所得者など生活が困難な人が多く住んでいる］は、“70歳

以上”では『避けないと思う』割合のほうが高く、それ以外の年齢では『避けると思う』の

ほうが高くなっています。［［３．近隣に外国人住民が多く住んでいる］の［『避けると思う』の

割合は、“30歳～39歳”で64.1％と最も高く、“70歳以上”（31.8％）と32.3ポイントの差となっ

ています。［［４．近くに精神科病院や障がい者施設がある］の［『避けると思う』の割合は、“30

歳～39歳”で40.3％と最も高く、“70歳以上”（21.1％）と19.2ポイントの差となっています。 
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３．近隣に外国人住民が多く住んでいる 
 

４．近くに精神科病院や障がい者施設がある 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

15.4

16.4

18.9

11.0

9.3

15.6

8.3

0.0

17.1

25.0

19.0

17.9

17.7

20.5

46.2

30.7

27.4

43.9

44.6

44.2

40.1

7.7

11.4

12.2

11.4

11.9

13.0

12.8

30.8

24.3

15.9

13.9

14.1

7.8

9.8

0.0

0.0

0.6

0.8

2.2

1.7

8.6

18歳～19歳
(n=13)

20歳～29歳
(n=140)

30歳～39歳
(n=164)

40歳～49歳
(n=237)

50歳～59歳
(n=312)

60歳～69歳
(n=231)

70歳以上
(n=327)

(%)
0 20 40 60 80 100

避けると思う どちらかといえば避けると思う どちらともいえない

どちらかといえば避けないと思う 避けないと思う 無回答

23.1

23.6

26.8

18.6

10.3

14.7

5.5

23.1

21.4

31.1

30.0

22.8

21.6

11.9

30.8

29.3

25.6

35.0

45.5

47.6

48.3

0.0

13.6

9.8

8.9

11.2

9.1

13.1

23.1

12.1

6.1

6.8

8.0

5.2

13.8

0.0

0.0

0.6

0.8

2.2

1.7

7.3

18歳～19歳
(n=13)

20歳～29歳
(n=140)

30歳～39歳
(n=164)

40歳～49歳
(n=237)

50歳～59歳
(n=312)

60歳～69歳
(n=231)

70歳以上
(n=327)

(%)
0 20 40 60 80 100

避けると思う どちらかといえば避けると思う どちらともいえない

どちらかといえば避けないと思う 避けないと思う 無回答

0.0

14.3

22.0

14.3

9.6

13.4

5.8

23.1

20.7

18.3

21.1

17.6

19.9

15.3

46.2

32.1

33.5

35.9

41.3

44.2

42.8

15.4

8.6

13.4

15.2

15.7

9.1

14.1

15.4

24.3

12.2

12.7

13.8

11.7

11.9

0.0

0.0

0.6

0.8

1.9

1.7

10.1

18歳～19歳
(n=13)

20歳～29歳
(n=140)

30歳～39歳
(n=164)

40歳～49歳
(n=237)

50歳～59歳
(n=312)

60歳～69歳
(n=231)

70歳以上
(n=327)

(%)
0 20 40 60 80 100

避けると思う どちらかといえば避けると思う どちらともいえない

どちらかといえば避けないと思う 避けないと思う 無回答

23.1

31.4

34.8

27.0

15.4

19.5

11.0

15.4

25.0

29.3

31.2

31.7

24.7

20.8

46.2

21.4

19.5

27.0

34.0

41.1

38.2

7.7

11.4

10.4

8.4

11.2

7.8

12.5

7.7

10.0

5.5

5.5

6.1

5.2

8.3

0.0

0.7

0.6

0.8

1.6

1.7

9.2

18歳～19歳
(n=13)

20歳～29歳
(n=140)

30歳～39歳
(n=164)

40歳～49歳
(n=237)

50歳～59歳
(n=312)

60歳～69歳
(n=231)

70歳以上
(n=327)

(%)
0 20 40 60 80 100

避けると思う どちらかといえば避けると思う どちらともいえない

どちらかといえば避けないと思う 避けないと思う 無回答
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【学区別】 

学区別でみると、[１．近隣に被差別部落がある]の［『避けると思う』割合は、“大宝東”で

35.5％と最も高く、“金勝”（22.9％）と12.6ポイントの差となっています。［［２．近隣に低所

得者など生活が困難な人が多く住んでいる］の［『避けると思う』割合は、［“大宝東”で53.9％

と最も高く、“金勝”（29.1％）と24.8ポイントの差となっています。［［３．近隣に外国人住民

が多く住んでいる］の［『避けると思う』の割合は、“大宝東”で53.9％と最も高く、“大宝西”

（38.2％）と15.7ポイントの差となっています。［［４．近くに精神科病院や障がい者施設があ

る］の［『避けると思う』の割合は、“大宝東”で38.5％と最も高く、“治田東”（21.9％）と16.6

ポイントの差となっています。 

 

１．近隣に被差別部落がある 
 

２．近隣に低所得者など生活が困難な人が多く住んでいる 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．近隣に外国人住民が多く住んでいる 
 

４．近くに精神科病院や障がい者施設がある 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8.4

13.7

10.6

12.9

16.9

10.2

14.5

6.2

11.5

14.5

17.8

18.5

20.6

15.6

22.2

19.8

20.6

24.0

47.3

40.4

39.7

41.1

40.0

35.8

37.9

48.5

34.6

10.7

11.6

13.2

10.0

11.9

14.2

15.0

9.3

10.6

13.7

12.3

15.2

12.9

10.0

14.8

11.0

14.4

18.3

5.3

4.1

2.6

2.4

5.6

2.8

1.8

1.0

1.0

金勝
(n=131)

葉山
(n=146)

葉山東
(n=151)

治田
(n=209)

治田東
(n=160)

治田西
(n=176)

大宝
(n=227)

大宝西
(n=97)

大宝東
(n=104)

(%)
0 20 40 60 80 100

避けると思う どちらかといえば避けると思う どちらともいえない

どちらかといえば避けないと思う 避けないと思う 無回答

11.5

10.3

11.3

16.3

13.1

15.3

18.1

12.4

21.2

17.6

21.9

19.2

21.1

19.4

23.9

23.3

23.7

32.7

42.7

42.5

45.7

44.0

37.5

39.8

36.1

43.3

34.6

13.7

9.6

12.6

9.1

15.0

9.1

12.3

9.3

5.8

9.9

13.7

7.9

7.2

8.8

9.1

8.4

11.3

5.8

4.6

2.1

3.3

2.4

6.3

2.8

1.8

0.0

0.0

金勝
(n=131)

葉山
(n=146)

葉山東
(n=151)

治田
(n=209)

治田東
(n=160)

治田西
(n=176)

大宝
(n=227)

大宝西
(n=97)

大宝東
(n=104)

(%)
0 20 40 60 80 100

避けると思う どちらかといえば避けると思う どちらともいえない

どちらかといえば避けないと思う 避けないと思う 無回答

22.9

16.4

16.6

23.0

23.1

21.6

22.9

15.5

23.1

25.2

30.8

27.2

24.4

26.9

27.3

27.8

22.7

30.8

32.8

32.2

33.8

34.0

28.8

27.8

30.0

41.2

33.7

9.9

7.5

13.9

9.1

10.6

14.2

10.1

9.3

6.7

3.8

9.6

5.3

6.2

6.3

6.3

7.5

8.2

5.8

5.3

3.4

3.3

3.3

4.4

2.8

1.8

3.1

0.0

金勝
(n=131)

葉山
(n=146)

葉山東
(n=151)

治田
(n=209)

治田東
(n=160)

治田西
(n=176)

大宝
(n=227)

大宝西
(n=97)

大宝東
(n=104)

(%)
0 20 40 60 80 100

避けると思う どちらかといえば避けると思う どちらともいえない

どちらかといえば避けないと思う 避けないと思う 無回答

11.5

12.3

11.9

14.4

6.3

10.2

13.7

10.3

15.4

17.6

18.5

13.2

17.2

15.6

19.9

22.9

16.5

23.1

41.2

39.0

44.4

42.1

42.5

38.1

34.4

45.4

30.8

12.2

13.7

15.2

11.0

15.6

13.1

14.5

9.3

12.5

12.2

12.3

12.6

12.0

14.4

15.9

12.8

15.5

17.3

5.3

4.1

2.6

3.3

5.6

2.8

1.8

3.1

1.0

金勝
(n=131)

葉山
(n=146)

葉山東
(n=151)

治田
(n=209)

治田東
(n=160)

治田西
(n=176)

大宝
(n=227)

大宝西
(n=97)

大宝東
(n=104)

(%)
0 20 40 60 80 100

避けると思う どちらかといえば避けると思う どちらともいえない

どちらかといえば避けないと思う 避けないと思う 無回答
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５．人権侵害を受けた経験について 

（１）５年以内で、差別や人権侵害を受けた経験の有無 

問８（１）あなたは、ここ５年以内で、差別や人権侵害を受けたことがありますか。（１つだ

けに○） 

 

差別や人権侵害を受けたことの有無は、「ある」が 11.5％、「ない」が 83.5％となってい

ます。 

前回調査と比較すると、同様の傾向となっています。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

11.5

9.7

83.5

88.8

5.0

1.5

ある ない 無回答

今回調査
(n=1,429)

前回調査
(n=1,342)

(%)
0 20 40 60 80 100
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【年齢別】 

年齢別でみると、「ある」の割合は“40歳～49歳”で14.3％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学区別】 

学区別でみても、傾向に大きな違いはありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

7.7

12.1

13.4

14.3

13.8

10.4

7.0

92.3

87.9

86.0

81.9

82.4

84.8

81.7

0.0

0.0

0.6

3.8

3.8

4.8

11.3

ある ない 無回答

18歳～19歳
(n=13)

20歳～29歳
(n=140)

30歳～39歳
(n=164)

40歳～49歳
(n=237)

50歳～59歳
(n=312)

60歳～69歳
(n=231)

70歳以上
(n=327)

(%)
0 20 40 60 80 100

13.0

10.3

10.6

9.6

10.6

8.5

13.2

11.3

12.5

80.9

84.9

83.4

85.2

84.4

84.7

83.3

85.6

83.7

6.1

4.8

6.0

5.3

5.0

6.8

3.5

3.1

3.8

ある ない 無回答

金勝
(n=131)

葉山
(n=146)

葉山東
(n=151)

治田
(n=209)

治田東
(n=160)

治田西
(n=176)

大宝
(n=227)

大宝西
(n=97)

大宝東
(n=104)

(%)
0 20 40 60 80 100
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（２）差別や人権侵害を受けた場面と内容 

問８（２）（(１）で、「１．ある」と答えた方にうかがいます。) 

それは、どのような場面で、どのような内容でしたか。（あてはまるものすべてに〇） 

 

■場面 

差別や人権侵害を受けた場面は、「職場で」が 57.9％と最も多く、次いで「地域社会や公

共の場で」が 26.8％、「家庭で」が 15.9％となっています。 

前回調査と比較すると、「職場で」の割合は 17.9 ポイント増加しています。また、「家庭

で」は 4.4 ポイント、「地域社会や公共の場で」は 4.0 ポイント、それぞれ減少していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

15.9

26.8

6.1

57.9

5.5

1.8

2.4

7.3

5.5

11.5

30.8

4.6

40.0

5.4

3.8

4.6

12.3

3.1

0 20 40 60

今回調査

(n=164)

前回調査

(n=130)

家庭で

地域社会や公共の場で

学校で

職場で

行政手続きや行政の対応で

福祉医療サービスで

インターネット上で

その他

無回答

(%)
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【年齢別】【学区別】 

年齢別でみると、“18歳～69歳”では「職場で」が、“70歳以上”では「地域社会や公共の

場で」が多くなっています。 

学区別でみると、“葉山東”では［「地域社会や公共の場で」が、それ以外の学区では［「職場

で」が、それぞれ最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（％）
調
査
数

（
ｎ

）

家
庭
で

地
域
社
会
や
公
共
の
場
で

学
校
で

職
場
で

行
政
手
続
き
や
行
政
の
対
応
で

福
祉
医
療
サ
ー

ビ
ス
で

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
上
で

そ
の
他

無
回
答

18歳～19歳 1 0.0 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20歳～29歳 17 29.4 35.3 5.9 47.1 0.0 11.8 5.9 11.8 11.8

30歳～39歳 22 22.7 27.3 9.1 59.1 4.5 0.0 9.1 9.1 4.5

40歳～49歳 34 5.9 11.8 5.9 73.5 2.9 0.0 0.0 5.9 2.9

50歳～59歳 43 16.3 20.9 9.3 67.4 7.0 2.3 2.3 4.7 2.3

60歳～69歳 24 16.7 29.2 0.0 62.5 4.2 0.0 0.0 8.3 0.0

70歳以上 23 13.0 47.8 4.3 17.4 13.0 0.0 0.0 8.7 17.4

金勝 17 17.6 23.5 0.0 47.1 11.8 0.0 0.0 17.6 11.8

葉山 15 13.3 33.3 6.7 73.3 13.3 13.3 6.7 0.0 6.7

葉山東 16 31.3 56.3 12.5 31.3 0.0 6.3 6.3 6.3 6.3

治田 20 15.0 20.0 10.0 75.0 0.0 0.0 5.0 0.0 0.0

治田東 17 0.0 23.5 5.9 58.8 11.8 0.0 0.0 11.8 0.0

治田西 15 13.3 26.7 0.0 60.0 0.0 0.0 0.0 13.3 0.0

大宝 30 10.0 33.3 10.0 50.0 3.3 0.0 3.3 6.7 6.7

大宝西 11 27.3 9.1 0.0 72.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

大宝東 13 23.1 15.4 7.7 69.2 7.7 0.0 0.0 7.7 0.0

年
齢
別

学
区
別
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■内容 

差別や人権侵害を受けた内容は、「ハラスメントを受けた」が 48.8％と最も多く、次いで

「仲間はずし、いじめ、嫌がらせを受けた」が 30.5％、「あらぬうわさ、悪口で傷つけられ

た」が 26.2％、「差別待遇を受けた」が 18.3％となっています。 

前回調査と比較すると、「ハラスメントを受けた」の割合が 36.5 ポイント増加していま

す。また、「あらぬうわさ、悪口で傷つけられた」は 12.3 ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

26.2

6.1

9.8

18.3

30.5

9.1

48.8

10.4

7.3

38.5

6.9

13.1

17.7

29.2

10.0

12.3

16.9

9.2

0 20 40 60

今回調査

(n=164)

前回調査

(n=130)

あらぬうわさ、悪口で傷つけられた

暴力をふるわれた

強迫・無理強いされた

差別待遇を受けた

仲間はずし、いじめ、嫌がらせを受けた

プライバシーを侵害された

ハラスメントを受けた

その他

無回答

(%)
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【年齢別】【学区別】 

年齢別でみると、“18歳～69歳”では「ハラスメントを受けた」が、“70歳以上”では「仲

間はずし、いじめ、嫌がらせを受けた」が多くなっています。 

学区別でみると、“葉山東”“治田東”では［「仲間はずし、いじめ、嫌がらせを受けた」が、

それ以外の学区では「ハラスメントを受けた」が、それぞれ最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

  

（％）
調
査
数

（
ｎ

）

あ
ら
ぬ
う
わ
さ

、
悪
口
で
傷
つ
け

ら
れ
た

暴
力
を
ふ
る
わ
れ
た

強
迫
・
無
理
強
い
さ
れ
た

差
別
待
遇
を
受
け
た

仲
間
は
ず
し

、
い
じ
め

、
嫌
が
ら

せ
を
受
け
た

プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
侵
害
さ
れ
た

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た

そ
の
他

無
回
答

18歳～19歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0

20歳～29歳 17 29.4 17.6 11.8 17.6 29.4 23.5 58.8 5.9 11.8

30歳～39歳 22 22.7 9.1 4.5 9.1 31.8 9.1 45.5 4.5 4.5

40歳～49歳 34 23.5 5.9 14.7 17.6 20.6 8.8 50.0 5.9 5.9

50歳～59歳 43 32.6 2.3 18.6 27.9 34.9 4.7 60.5 9.3 7.0

60歳～69歳 24 33.3 4.2 0.0 20.8 20.8 8.3 50.0 20.8 0.0

70歳以上 23 13.0 4.3 0.0 8.7 43.5 8.7 17.4 17.4 17.4

金勝 17 23.5 5.9 5.9 11.8 17.6 5.9 47.1 17.6 0.0

葉山 15 20.0 6.7 20.0 40.0 33.3 6.7 53.3 6.7 13.3

葉山東 16 56.3 0.0 0.0 25.0 37.5 6.3 56.3 0.0 6.3

治田 20 15.0 5.0 5.0 5.0 40.0 15.0 45.0 5.0 10.0

治田東 17 52.9 5.9 5.9 5.9 35.3 17.6 35.3 5.9 0.0

治田西 15 26.7 0.0 26.7 20.0 26.7 13.3 46.7 20.0 6.7

大宝 30 13.3 13.3 3.3 23.3 36.7 10.0 43.3 13.3 6.7

大宝西 11 18.2 0.0 18.2 27.3 36.4 0.0 63.6 0.0 0.0

大宝東 13 23.1 7.7 15.4 15.4 7.7 7.7 76.9 15.4 0.0

年
齢
別

学
区
別
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（３）差別や人権侵害を受けたときの対応 

問８（３）（(１）で、「１．ある」と答えた方にうかがいます。) 

差別や人権侵害を受けたときに、どのような対応をされましたか。（あてはまるものすべてに〇） 

 

差別や人権侵害を受けたときの対応は、「黙ってがまんした」が 54.3％と最も多く、次い

で「身近な人に相談した」が 35.4％、「相手に抗議した」が 23.2％となっています。 

前回調査と比較すると、「身近な人に相談した」は 4.6 ポイント、「所属する会社や学校の

相談室などに相談した」が 4.1 ポイント、「黙ってがまんした」が 5.1 ポイント、それぞれ

割合が増加しています。また、「相手に抗議した」は 4.5 ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

23.2

35.4

11.0

3.7

4.3

2.4

4.9

0.6

54.3

8.5

1.2

27.7

30.8

6.9

0.0

1.5

1.5

6.2

1.5

49.2

11.5

3.1

0 20 40 60

今回調査

(n=164)

前回調査

(n=130)

相手に抗議した

身近な人に相談した

所属する会社や学校の相談室などに相談した

弁護士に相談した

警察に相談した

法務局、人権擁護委員に相談した

県の機関、市役所、役場に相談した

滋賀県人権センターやＮＰＯなどの民間の相談機関に相談した

黙ってがまんした

その他

無回答

(%)
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【年齢別】【学区別】 

年齢別でみると、いずれの年齢も「黙ってがまんした」が多くなっています。 

学区別でみると、“大宝”と“大宝東”では［「身近な人に相談した」が、それ以外の学区で

は「黙ってがまんした」が、それぞれ最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

  

（％）
調
査
数

（
ｎ

）

相
手
に
抗
議
し
た

身
近
な
人
に
相
談
し
た

所
属
す
る
会
社
や
学
校
の
相
談
室

な
ど
に
相
談
し
た

弁
護
士
に
相
談
し
た

警
察
に
相
談
し
た

法
務
局

、
人
権
擁
護
委
員
に
相
談

し
た

県
の
機
関

、
市
役
所

、
役
場
に
相

談
し
た

滋
賀
県
人
権
セ
ン
タ
ー

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
の
民
間
の
相
談
機
関
に
相
談

し
た

黙

っ
て
が
ま
ん
し
た

そ
の
他

無
回
答

18歳～19歳 1 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

20歳～29歳 17 11.8 41.2 0.0 0.0 5.9 5.9 0.0 0.0 47.1 11.8 0.0

30歳～39歳 22 18.2 50.0 9.1 0.0 4.5 0.0 4.5 4.5 59.1 9.1 0.0

40歳～49歳 34 20.6 26.5 14.7 2.9 0.0 0.0 2.9 0.0 61.8 2.9 0.0

50歳～59歳 43 27.9 37.2 18.6 9.3 2.3 4.7 7.0 0.0 53.5 7.0 0.0

60歳～69歳 24 37.5 37.5 12.5 0.0 4.2 4.2 8.3 0.0 41.7 12.5 0.0

70歳以上 23 17.4 21.7 0.0 4.3 13.0 0.0 4.3 0.0 56.5 13.0 8.7

金勝 17 17.6 29.4 5.9 5.9 11.8 0.0 11.8 0.0 58.8 5.9 5.9

葉山 15 46.7 26.7 6.7 0.0 0.0 6.7 0.0 0.0 60.0 6.7 0.0

葉山東 16 18.8 12.5 18.8 0.0 6.3 6.3 6.3 0.0 62.5 6.3 0.0

治田 20 25.0 40.0 15.0 5.0 0.0 0.0 0.0 5.0 65.0 10.0 0.0

治田東 17 29.4 29.4 11.8 0.0 5.9 0.0 0.0 0.0 52.9 11.8 5.9

治田西 15 26.7 33.3 6.7 13.3 6.7 6.7 13.3 0.0 60.0 6.7 0.0

大宝 30 20.0 50.0 10.0 6.7 3.3 0.0 6.7 0.0 46.7 3.3 0.0

大宝西 11 27.3 27.3 18.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 54.5 9.1 0.0

大宝東 13 7.7 46.2 7.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 38.5 23.1 0.0

年
齢
別

学
区
別
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10.6

8.2

3.0

5.2

11.7

16.3

10.7

11.5

3.5

41.7

27.6

25.1

10.3

21.6

31.2

35.4

32.3

31.1

11.3

38.1

44.2

45.1

46.2

43.0

34.8

34.3

40.4

39.4

43.2

14.8

8.1

11.4

18.3

15.3

11.2

6.5

7.8

8.3

18.8

0.9

6.9

7.3

19.2

11.9

7.9

4.4

5.9

6.6

20.0

2.2

2.6

2.9

3.1

3.1

3.2

3.1

2.8

3.1

3.1

2.3

１．地区別懇談会や講演会・研修会は、人権問題の
正しい理解に役立っている

２．あらゆる人権問題について、今後もっと学びたい

３．地区別懇談会に積極的に参加したい

４．駅や量販店での街頭啓発・啓発資料（品）の
配布は、人権問題についての関心や理解を

深めるために効果的である

５．学校での人権学習は、差別解消に役立った

６．あらゆる人権問題について、積極的な教育・
啓発を行うべきである

７．家族でもっと人権問題について話し合うべきだ

８．学校で人権問題について、学習の機会を
もっと増やすべきだ

９．人権に関する講演会や研修会に積極的に
参加したい

10．命の大切さ、人間の尊厳、人間らしい生き方を
学ぶのも人権学習である

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=1,429)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

６．人権教育や啓発の取組に関すること 

（１）人権教育に対する考え方 

問９ 人権教育に対する考え方について、あなたの考え方に近いものはどれですか。(それぞれ

１つだけに○） 

 

人権教育に対する考え方について、『そう思う』割合は、［10．命の大切さ、人間の尊厳、

人間らしい生き方を学ぶのも人権学習である］が 79.8％で最も高く、次いで［６．あらゆ

る人権問題について、積極的な教育・啓発を行うべきである］が 51.7％となっています。 
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【前回調査との比較】 

前回調査と比較すると、『そう思う』割合は、［５．学校での人権・同和問題学習は、差別

解消に役立った］［６．あらゆる人権問題について、積極的な教育・啓発を行うべきであ

る］［７．家族でもっと人権問題について話し合うべきだ］［８．学校で人権問題について、

学習の機会をもっと増やすべきだ］で 10 ポイント以上増加しています。それ以外の項目は

前回調査と傾向は大きく変わりません。 

 

 

１．地区別懇談会や講演会・研修会は、人権問題の正

しい理解に役立っている 

２．あらゆる人権問題について、今後もっと学びたい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 地区別懇談会に積極的に参加したい 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．学校での人権学習は、差別解消に役立った 

 

６．あらゆる人権問題について、積極的な教育・啓発

を行うべきである 

 

 

  

４ 前回調査なし 

8.2

6.5

25.1

24.6

45.1

45.9

11.4

13.5

7.3

6.9

2.9

2.7

今回調査
(n=1,429)

前回調査
(n=1,342)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

3.0

3.7

10.3

11.9

46.2

43.5

18.3

20.5

19.2

17.6

3.1

2.8

今回調査
(n=1,429)

前回調査
(n=1,342)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

11.7

6.8

31.2

24.2

34.8

42.5

11.2

13.6

7.9

9.7

3.2

3.3

今回調査
(n=1,429)

前回調査
(n=1,342)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

10.6

8.2

27.6

27.0

44.2

47.9

8.1

8.4

6.9

6.0

2.6

2.4

今回調査
(n=1,429)

前回調査
(n=1,342)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

16.3

9.9

35.4

29.9

34.3

39.9

6.5

10.4

4.4

7.0

3.1

3.0

今回調査
(n=1,429)

前回調査
(n=1,342)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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７．家族でもっと人権問題について話し合うべきだ 

 

８．学校で人権問題について、学習の機会をもっと増

やすべきだ 

 

   

 

 

 

 

 

 

９．人権に関する講演会や研修会に積極的に参加し

たい 

10．命の大切さ、人間の尊厳、人間らしい生き方を

学ぶのも人権学習である 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

10.7

5.4

32.3

23.1

40.4

48.4

7.8

11.6

5.9

8.3

2.8

3.2

今回調査
(n=1,429)

前回調査
(n=1,342)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

11.5

8.0

31.1

24.3

39.4

44.4

8.3

11.5

6.6

9.1

3.1

2.8

今回調査
(n=1,429)

前回調査
(n=1,342)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

3.5

2.5

11.3

11.4

43.2

37.9

18.8

23.9

20.0

21.9

3.1

2.4

今回調査
(n=1,429)

前回調査
(n=1,342)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

41.7

46.6

38.1

39.2

14.8

9.8

0.9

1.4

2.2

0.8

2.3

2.2

今回調査
(n=1,429)

前回調査
(n=1,342)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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【年齢別】 

年齢別でみると、［１．地区別懇談会や講演会・研修会は、人権問題の正しい理解に役

立っている］の『そう思う』割合は、“70 歳以上”で 45.6％と最も高く、次いで“20 歳～

29 歳”で 41.4％となっています。 

［２．あらゆる人権問題について、今後もっと学びたい］［５．学校での人権学習は、差

別解消に役立った］［６．あらゆる人権問題について、積極的な教育・啓発を行うべきであ

る］［８．学校で人権問題について、学習の機会をもっと増やすべきだ］［10．命の大切さ、

人間の尊厳、人間らしい生き方を学ぶのも人権学習である］の『そう思う』割合は、高齢者

より若い世代のほうが高い傾向となっています。 

［３．地区別懇談会に積極的に参加したい］は、いずれの年齢も『そう思う』より『そう

思わない』割合のほうが高くなっています。『そう思う』割合は、“70 歳以上”で 21.4％と

最も高くなっています。 

［４．駅や量販店での街頭啓発・啓発資料（品）の配布は、人権問題についての関心や理

解を深めるために効果的である］について、“20 歳～29 歳”と“70 歳以上”では『そう思

わない』より『そう思う』割合のほうが高く、“30 歳～69 歳”では『そう思わない』割合の

ほうが高くなっています。 

［７．家族でもっと人権問題について話し合うべきだ］の『そう思う』割合は、“40 歳～

49 歳”で 53.6％と最も高く、次いで“20 歳～29 歳”で 50.0％となっています。 

［９．人権に関する講演会や研修会に積極的に参加したい］は、いずれの年齢も『そう思

う』より『そう思わない』割合のほうが高くなっています。『そう思う』割合は“70 歳以

上”で 19.0％と最も高くなっています。 

 

 

１．地区別懇談会や講演会・研修会は、人権問題の正

しい理解に役立っている 

２．あらゆる人権問題について、今後もっと学びたい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

7.7

16.4

9.1

6.3

9.6

7.4

15.6

7.7

25.0

24.4

25.3

30.1

28.6

30.0

61.5

45.7

50.6

49.8

43.6

46.3

35.2

7.7

5.7

7.3

8.4

7.4

9.5

9.2

15.4

7.1

8.5

8.9

7.7

7.4

2.8

0.0

0.0

0.0

1.3

1.6

0.9

7.3

18歳～19歳
(n=13)

20歳～29歳
(n=140)

30歳～39歳
(n=164)

40歳～49歳
(n=237)

50歳～59歳
(n=312)

60歳～69歳
(n=231)

70歳以上
(n=327)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

7.7

14.3

11.0

7.6

6.7

5.2

8.3

38.5

34.3

26.8

27.4

26.0

22.5

19.6

30.8

36.4

40.2

40.5

48.7

57.6

43.1

15.4

9.3

12.8

15.6

9.6

8.2

12.5

7.7

5.7

9.1

7.6

7.4

5.2

8.0

0.0

0.0

0.0

1.3

1.6

1.3

8.6

18歳～19歳
(n=13)

20歳～29歳
(n=140)

30歳～39歳
(n=164)

40歳～49歳
(n=237)

50歳～59歳
(n=312)

60歳～69歳
(n=231)

70歳以上
(n=327)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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３．地区別懇談会に積極的に参加したい 

 

４．駅や量販店での街頭啓発・啓発資料（品）の配布

は、人権問題についての関心や理解を深めるため

に効果的である 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．学校での人権学習は、差別解消に役立った 

 

６．あらゆる人権問題について、積極的な教育・啓発

を行うべきである 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.1

21.4

14.0

12.2

9.0

11.3

8.6

30.8

38.6

36.0

37.6

33.7

27.3

22.0

23.1

26.4

28.7

31.2

33.3

40.3

42.2

15.4

8.6

11.0

8.9

13.5

11.7

11.6

7.7

5.0

9.8

8.9

9.0

8.7

5.8

0.0

0.0

0.6

1.3

1.6

0.9

9.8

18歳～19歳
(n=13)

20歳～29歳
(n=140)

30歳～39歳
(n=164)

40歳～49歳
(n=237)

50歳～59歳
(n=312)

60歳～69歳
(n=231)

70歳以上
(n=327)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

38.5

27.9

17.7

16.0

15.1

14.3

12.8

38.5

33.6

36.6

38.8

37.2

38.5

29.7

15.4

29.3

32.3

32.1

35.3

35.1

38.5

7.7

4.3

7.9

7.2

5.8

6.9

6.7

0.0

5.0

5.5

5.1

5.1

3.5

3.1

0.0

0.0

0.0

0.8

1.6

1.7

9.2

18歳～19歳
(n=13)

20歳～29歳
(n=140)

30歳～39歳
(n=164)

40歳～49歳
(n=237)

50歳～59歳
(n=312)

60歳～69歳
(n=231)

70歳以上
(n=327)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

0.0

7.1

1.8

1.7

1.3

2.6

4.9

0.0

7.9

10.4

7.2

9.6

7.8

16.5

38.5

50.0

43.9

40.9

48.7

50.6

44.6

23.1

15.0

15.2

18.6

20.8

21.6

16.2

38.5

20.0

28.0

30.4

17.9

16.0

8.9

0.0

0.0

0.6

1.3

1.6

1.3

8.9

18歳～19歳
(n=13)

20歳～29歳
(n=140)

30歳～39歳
(n=164)

40歳～49歳
(n=237)

50歳～59歳
(n=312)

60歳～69歳
(n=231)

70歳以上
(n=327)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない
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７．家族でもっと人権問題について話し合うべきだ 
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【学区別】 

学区別でみると、［１．地区別懇談会や講演会・研修会は、人権問題の正しい理解に役立っ

ている］の『そう思う』割合は、“葉山東”で47.6％と最も高く、“治田西”［（32.4％）と15.2

ポイントの差となっています。 

［２．あらゆる人権問題について、今後もっと学びたい］は、“大宝西”では『そう思う』

より『そう思わない』割合のほうが高く、それ以外の学区では『そう思う』のほうが高くなっ

ています。 

［３．地区別懇談会に積極的に参加したい］の『そう思わない』割合は、“大宝東”で50.9％

と最も高く、“金勝”（27.5％）と23.4ポイントの差となっています。 

［４．駅や量販店での街頭啓発・啓発資料（品）の配布は、人権問題についての関心や理

解を深めるために効果的である］の『そう思う』割合は、“金勝”で37.4％と最も高く、“大

宝東”（19.2％）と18.2ポイントの差となっています。 

［５．学校での人権学習は、差別解消に役立った］の『そう思う』割合は、“葉山東”で52.3％

と最も高く、“治田東”（35.6％）と16.7ポイントの差となっています。 

［６．あらゆる人権問題について、積極的な教育・啓発を行うべきである］の『そう思う』

は、いずれの学区も45～55％程度となっており、［“葉山東”で55.6％と最も高く、“葉山”［（45.2％）

と10.4ポイントの差となっています。 

［７．家族でもっと人権問題について話し合うべきだ］の『そう思う』割合は、“治田東”

で50.1％と最も高く、“大宝西”（31.9％）と18.2ポイントの差となっています。 

［８．学校で人権問題について、学習の機会をもっと増やすべきだ］の『そう思う』は、

“大宝西”で30.9％、それ以外の学区で４割台となっています。 

［９．人権に関する講演会や研修会に積極的に参加したい］の『そう思わない』は、“大宝

西”で51.6％と最も高く、“葉山東”（29.8％）と21.8ポイントの差となっています。 

［10．命の大切さ、人間の尊厳、人間らしい生き方を学ぶのも人権学習である］は、学区

別でみても傾向に大きな違いはありません。 
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３．地区別懇談会に積極的に参加したい 
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金勝
(n=131)

葉山
(n=146)

葉山東
(n=151)

治田
(n=209)

治田東
(n=160)

治田西
(n=176)

大宝
(n=227)

大宝西
(n=97)

大宝東
(n=104)

(%)
0 20 40 60 80 100

そう思う どちからといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答
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36.9

35.3

25.0

26.2

36.2

35.6

1.9

2.9

知っているし、読んだことがある 知っているが、読んだことはない

知らないし、読んだことがない 無回答

１．みんなの同推協（広報りっとうにはさみこみ、
毎年９月と３月の２回、全戸配布）

２．輝く未来（資料編）
（広報りっとう１２月号、全戸配布）

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=1,429)

（２）広報紙の認知度 

問 10 （１）栗東市では、あらゆる差別をなくしていくために、毎年、さまざまな広報誌を発

行しています。あなたは次の広報誌を知っていますか。また読んだことがありますか。

（それぞれ１つだけに○） 

 

栗東市の広報誌について、［［１．みんなの同推協（広報りっとうにはさみこみ、毎年９月と

３月の２回、全戸配布）］は、「知っているし、読んだことがある」が 36.9％と最も多く、次

いで「知らないし、読んだことがない」が 36.2％、「知っているが、読んだことはない」が

25.0％となっています。 

［２．輝く未来（資料編）（広報りっとう 12 月号、全戸配布）］は、「知らないし、読んだ

ことがない」が 35.6％と最も多く、次いで「知っているし、読んだことがある」が 35.3％、

「知っているが、読んだことはない」が 26.2％となっています。 
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【年齢別】 

年齢別でみると、広報誌の認知度（［「知っているし、読んだことがある」+［「知っているが、

読んだことはない」）は高齢になるほど高い傾向にあり、［「知っているし、読んだことがある」

割合は、［［１．みんなの同推協（広報りっとうにはさみこみ、毎年９月と３月の２回、全戸配

布）］は“70歳以上”で51.4％と最も高く、［２．輝く未来（資料編）（広報りっとう12月号、

全戸配布）］は“60歳～69歳”で46.3％と最も高くなっています。 

 

 

１．みんなの同推協（広報りっとうにはさみこみ、毎年

９月と３月の２回、全戸配布） 

２．輝く未来（資料編）（広報りっとう１２月号、全戸配

布） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0

12.9

16.5

30.4

42.3

47.2

51.4

7.7

15.0

26.2

22.8

27.9

25.5

27.5

92.3

71.4

57.3

46.8

29.2

26.0

15.3

0.0

0.7

0.0

0.0

0.6

1.3

5.8

18歳～19歳
(n=13)

20歳～29歳
(n=140)

30歳～39歳
(n=164)

40歳～49歳
(n=237)

50歳～59歳
(n=312)

60歳～69歳
(n=231)

70歳以上
(n=327)

(%)
0 20 40 60 80 100

知っているし、読んだことがある 知っているが、読んだことはない

知らないし、読んだことがない 無回答

7.7

15.0

18.3

30.4

39.7

46.3

45.3

30.8

25.7

24.4

23.2

27.9

22.9

29.7

61.5

59.3

56.7

45.1

30.8

29.4

16.5

0.0

0.0

0.6

1.3

1.6

1.3

8.6

18歳～19歳
(n=13)

20歳～29歳
(n=140)

30歳～39歳
(n=164)

40歳～49歳
(n=237)

50歳～59歳
(n=312)

60歳～69歳
(n=231)

70歳以上
(n=327)

(%)
0 20 40 60 80 100

知っているし、読んだことがある 知っているが、読んだことはない

知らないし、読んだことがない 無回答
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【学区別】 

学区別でみると、［１．みんなの同推協（広報りっとうにはさみこみ、毎年９月と３月の２

回、全戸配布）］の「知っているし、読んだことがある」割合は、“大宝西”で46.4％と最も

高く、次いで“治田東”で39.4％となっています。［２．輝く未来（資料編）（広報りっとう

12月号、全戸配布）］の「知っているし、読んだことがある」割合は、“大宝西”で42.3％と

最も高く、次いで“治田東”で37.5％となっています。 

 

 

１．みんなの同推協（広報りっとうにはさみこみ、毎年

９月と３月の２回、全戸配布） 

２．輝く未来（資料編）（広報りっとう１２月号、全戸配

布） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

35.9

34.2

38.4

34.9

39.4

36.9

36.1

46.4

34.6

28.2

26.7

25.2

25.4

28.1

24.4

21.6

22.7

24.0

32.8

37.7

35.1

39.2

28.8

36.9

40.5

29.9

39.4

3.1

1.4

1.3

0.5

3.8

1.7

1.8

1.0

1.9

金勝
(n=131)

葉山
(n=146)

葉山東
(n=151)

治田
(n=209)

治田東
(n=160)

治田西
(n=176)

大宝
(n=227)

大宝西
(n=97)

大宝東
(n=104)

(%)
0 20 40 60 80 100

知っているし、読んだことがある 知っているが、読んだことはない

知らないし、読んだことがない 無回答

35.1

34.2

35.1

33.5

37.5

33.0

36.1

42.3

36.5

27.5

28.8

28.5

25.8

28.8

26.7

23.3

24.7

21.2

32.1

34.2

33.8

39.2

29.4

39.2

37.4

29.9

40.4

5.3

2.7

2.6

1.4

4.4

1.1

3.1

3.1

1.9

金勝
(n=131)

葉山
(n=146)

葉山東
(n=151)

治田
(n=209)

治田東
(n=160)

治田西
(n=176)

大宝
(n=227)

大宝西
(n=97)

大宝東
(n=104)

(%)
0 20 40 60 80 100

知っているし、読んだことがある 知っているが、読んだことはない

知らないし、読んだことがない 無回答
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28.3

5.4

4.4

3.8

2.6

6.6

32.1

37.9

29.9

32.5

26.4

22.5

38.3

54.4

63.3

60.8

68.5

68.2

1.3

2.3

2.4

2.8

2.5

2.6

知っているし参加したことがある 知っているが参加したことはない

知らない 無回答

１．地区別懇談会

２．じんけんセミナー栗東
（栗東芸術文化会館さきらで８月ごろ実施）

３．人権文化事業
（栗東芸術文化会館さきらで１２月ごろ実施）

４．人権を考える市民のつどい
（栗東芸術文化会館さきらで３月ごろ実施）

５．人権啓発リーダー講座
（毎年７～８月ごろ実施）

６．各中学校区人権教育地域ネット協議会、
各小学校区運営委員会の研修会

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=1,429)

（３）事業の認知度 

問 10 （２）栗東市では、あらゆる差別をなくしていくために、毎年、さまざまな事業を実施

しています。あなたは次の事業を知っていますか。また参加したことがありますか。（そ

れぞれ１つだけに○） 

 

栗東市が実施している事業について、「知っているし参加したことがある」割合は、［１．

地区別懇談会］で 28.3％と最も高くなっています。一方「知らない」割合は、［５．人権啓

発リーダー講座（毎年７～８月ごろ実施）］が 68.5％と最も高くなっています。 
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【年齢別】 

年齢別でみると、事業の認知度（［「知っているし参加したことがある」+「知っているが参

加したことはない」）は、［６．各中学校区人権教育地域ネット協議会、各小学校区運営委員

会の研修会］は、“40歳～49歳”で38.4％、“50歳～59歳”で33.3％となっています。それ以

外の事業では、認知度は高齢になるほど高く、また「知っているし参加したことがある」の

割合も高齢になるほど高い傾向となっています。 

 

 

１．地区別懇談会 

 

２．じんけんセミナー栗東（栗東芸術文化会館さきらで

８月ごろ実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．人権文化事業（栗東芸術文化会館さきらで１２月

ごろ実施） 

４．人権を考える市民のつどい（栗東芸術文化会館

さきらで３月ごろ実施） 

 

 

 

 

 

 

 

7.7

3.6

4.9

23.6

30.8

41.6

43.7

15.4

25.7

26.8

30.0

35.6

33.8

34.6

76.9

70.7

68.3

46.4

33.0

23.8

18.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.6

0.9

3.7

18歳～19歳
(n=13)

20歳～29歳
(n=140)

30歳～39歳
(n=164)

40歳～49歳
(n=237)

50歳～59歳
(n=312)

60歳～69歳
(n=231)

70歳以上
(n=327)

(%)
0 20 40 60 80 100

知っているし参加したことがある 知っているが参加したことはない

知らない 無回答

0.0

2.9

2.4

3.8

6.7

5.6

8.0

0.0

20.7

21.3

33.8

42.9

46.3

47.7

100.0

76.4

76.2

62.4

49.4

46.8

36.7

0.0

0.0

0.0

0.0

1.0

1.3

7.6

18歳～19歳
(n=13)

20歳～29歳
(n=140)

30歳～39歳
(n=164)

40歳～49歳
(n=237)

50歳～59歳
(n=312)

60歳～69歳
(n=231)

70歳以上
(n=327)

(%)
0 20 40 60 80 100

知っているし参加したことがある 知っているが参加したことはない

知らない 無回答

0.0

1.4

1.8

2.5

6.1

5.6

6.1

0.0

17.9

16.5

25.7

32.1

36.8

39.4

100.0

80.7

81.1

71.7

61.2

56.7

46.5

0.0

0.0

0.6

0.0

0.6

0.9

8.0

18歳～19歳
(n=13)

20歳～29歳
(n=140)

30歳～39歳
(n=164)

40歳～49歳
(n=237)

50歳～59歳
(n=312)

60歳～69歳
(n=231)

70歳以上
(n=327)

(%)
0 20 40 60 80 100

知っているし参加したことがある 知っているが参加したことはない

知らない 無回答

0.0

0.7

2.4

1.3

4.8

4.8

6.4

7.7

17.9

17.1

30.8

36.9

39.4

40.1

92.3

80.0

79.9

67.9

57.7

55.4

43.7

0.0

1.4

0.6

0.0

0.6

0.4

9.8

18歳～19歳
(n=13)

20歳～29歳
(n=140)

30歳～39歳
(n=164)

40歳～49歳
(n=237)

50歳～59歳
(n=312)

60歳～69歳
(n=231)

70歳以上
(n=327)

(%)
0 20 40 60 80 100

知っているし参加したことがある 知っているが参加したことはない

知らない 無回答
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５．人権啓発リーダー講座（毎年７～８月ごろ実施） 

 

６．各中学校区人権教育地域ネット協議会、各小学校

区運営委員会の研修会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0

1.4

1.2

2.1

3.2

2.6

3.7

0.0

16.4

15.9

23.2

25.6

31.6

36.4

100.0

81.4

82.9

74.7

70.5

64.5

51.4

0.0

0.7

0.0

0.0

0.6

1.3

8.6

18歳～19歳
(n=13)

20歳～29歳
(n=140)

30歳～39歳
(n=164)

40歳～49歳
(n=237)

50歳～59歳
(n=312)

60歳～69歳
(n=231)

70歳以上
(n=327)

(%)
0 20 40 60 80 100

知っているし参加したことがある 知っているが参加したことはない

知らない 無回答

0.0

2.1

1.2

13.5

11.2

3.0

4.9

0.0

17.1

18.9

24.9

22.1

29.4

21.4

100.0

80.0

79.9

61.6

65.7

66.2

65.1

0.0

0.7

0.0

0.0

1.0

1.3

8.6

18歳～19歳
(n=13)

20歳～29歳
(n=140)

30歳～39歳
(n=164)

40歳～49歳
(n=237)

50歳～59歳
(n=312)

60歳～69歳
(n=231)

70歳以上
(n=327)

(%)
0 20 40 60 80 100

知っているし参加したことがある 知っているが参加したことはない

知らない 無回答
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【学区別】 

学区別でみると、［１．地区別懇談会］の［「知っているし参加したことがある」割合は、“葉

山東”で37.1％と最も高く、“治田”（20.1％）と17.0ポイントの差となっています。 

［２．じんけんセミナー栗東（栗東芸術文化会館さきらで８月ごろ実施）］の認知度は、“大

宝西”で49.5％と最も高く、“治田東”（39.4％）と10.1ポイントの差となっています。 

［３．人権文化事業（栗東芸術文化会館さきらで１２月ごろ実施）］の認知度は、“大宝西”

で44.3％と最も高く、“治田”（29.2％）と15.1ポイントの差となっています。 

［４．人権を考える市民のつどい（栗東芸術文化会館さきらで３月ごろ実施）］の認知度は、

“大宝西”で46.4％と最も高く、“治田”（31.1％）と15.3ポイントの差となっています。 

［５．人権啓発リーダー講座（毎年７～８月ごろ実施）］は、学区別でみても傾向に大きな

違いはありません。 

［６．各中学校区人権教育地域ネット協議会、各小学校区運営委員会の研修会］の認知度

は、“大宝西”で38.1％と最も高く、“大宝東”（24.0％）と14.1ポイントの差となっています。 

 

 

１．地区別懇談会 

 

２．じんけんセミナー栗東（栗東芸術文化会館さきらで

８月ごろ実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

32.1

30.8

37.1

20.1

30.0

26.7

31.3

28.9

22.1

26.0

29.5

29.1

36.4

30.0

34.7

30.0

38.1

36.5

40.5

38.4

33.1

42.6

38.1

36.9

38.3

32.0

40.4

1.5

1.4

0.7

1.0

1.9

1.7

0.4

1.0

1.0

金勝
(n=131)

葉山
(n=146)

葉山東
(n=151)

治田
(n=209)

治田東
(n=160)

治田西
(n=176)

大宝
(n=227)

大宝西
(n=97)

大宝東
(n=104)

(%)
0 20 40 60 80 100

知っているし参加したことがある 知っているが参加したことはない

知らない 無回答

6.9

4.1

6.6

3.3

4.4

5.1

7.5

4.1

5.8

35.9

39.0

35.1

37.8

35.0

43.8

37.9

45.4

37.5

52.7

54.8

56.3

57.4

56.3

49.4

53.7

49.5

54.8

4.6

2.1

2.0

1.4

4.4

1.7

0.9

1.0

1.9

金勝
(n=131)

葉山
(n=146)

葉山東
(n=151)

治田
(n=209)

治田東
(n=160)

治田西
(n=176)

大宝
(n=227)

大宝西
(n=97)

大宝東
(n=104)

(%)
0 20 40 60 80 100

知っているし参加したことがある 知っているが参加したことはない

知らない 無回答
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３．人権文化事業（栗東芸術文化会館さきらで１２月

ごろ実施） 

４．人権を考える市民のつどい（栗東芸術文化会館

さきらで３月ごろ実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

５．人権啓発リーダー講座（毎年７～８月ごろ実施） 

 

６．各中学校区人権教育地域ネット協議会、各小学校

区運営委員会の研修会 

5.3

2.7

6.0

2.4

3.1

4.5

4.4

8.2

4.8

28.2

28.8

29.1

26.8

28.1

32.4

33.0

36.1

31.7

62.6

66.4

62.3

68.4

63.8

61.9

61.7

55.7

61.5

3.8

2.1

2.6

2.4

5.0

1.1

0.9

0.0

1.9

金勝
(n=131)

葉山
(n=146)

葉山東
(n=151)

治田
(n=209)

治田東
(n=160)

治田西
(n=176)

大宝
(n=227)

大宝西
(n=97)

大宝東
(n=104)

(%)
0 20 40 60 80 100

知っているし参加したことがある 知っているが参加したことはない

知らない 無回答

3.1

3.4

6.6

1.9

5.6

4.5

3.1

5.2

1.9

31.3

31.5

31.8

29.2

29.4

33.5

33.5

41.2

40.4

60.3

62.3

58.3

66.0

60.0

60.8

62.1

52.6

55.8

5.3

2.7

3.3

2.9

5.0

1.1

1.3

1.0

1.9

金勝
(n=131)

葉山
(n=146)

葉山東
(n=151)

治田
(n=209)

治田東
(n=160)

治田西
(n=176)

大宝
(n=227)

大宝西
(n=97)

大宝東
(n=104)

(%)
0 20 40 60 80 100

知っているし参加したことがある 知っているが参加したことはない

知らない 無回答

3.8

4.1

3.3

1.4

1.3

1.7

3.1

3.1

1.0

26.7

28.1

27.2

26.3

26.9

24.4

26.4

27.8

27.9

65.6

65.8

67.5

69.9

67.5

71.6

68.7

68.0

69.2

3.8

2.1

2.0

2.4

4.4

2.3

1.8

1.0

1.9

金勝
(n=131)

葉山
(n=146)

葉山東
(n=151)

治田
(n=209)

治田東
(n=160)

治田西
(n=176)

大宝
(n=227)

大宝西
(n=97)

大宝東
(n=104)

(%)
0 20 40 60 80 100

知っているし参加したことがある 知っているが参加したことはない

知らない 無回答

6.1

5.5

7.9

3.8

3.8

6.3

10.1

11.3

6.7

20.6

21.2

19.9

23.4

23.8

23.3

25.6

26.8

17.3

68.7

71.2

70.2

70.3

66.9

69.3

63.0

60.8

74.0

4.6

2.1

2.0

2.4

5.6

1.1

1.3

1.0

1.9

金勝
(n=131)

葉山
(n=146)

葉山東
(n=151)

治田
(n=209)

治田東
(n=160)

治田西
(n=176)

大宝
(n=227)

大宝西
(n=97)

大宝東
(n=104)

(%)
0 20 40 60 80 100

知っているし参加したことがある 知っているが参加したことはない

知らない 無回答
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12.2

12.9

13.1

11.3

7.3

30.9

38.1

34.0

35.7

33.1

54.3

46.4

50.2

50.3

57.7

2.6

2.6

2.7

2.7

1.9

知っている 名前はきいたことがあるが、内容までは知らない

知らない 無回答

１．障害者差別解消法（正式名称：障害を理由とする
差別の解消の推進に関する法律）

２．ヘイトスピーチ解消法（正式名称：本邦外出身者に
対する不当な差別的言動の解消に向けた

取組の推進に関する法律）

３．部落差別解消推進法（正式名称：部落差別の解消の
推進に関する法律）

４．LGBT理解増進法（正式名称：性的指向及び
ジェンダーアイデンティティの多様性に関する

国民の理解の増進に関する法律

５．栗東市人権擁護に関する条例

(%)
0 20 40 60 80 100

(n=1,429)

（４）人権に関わる法律や条例の認知度 

問 11 あなたは、次の人権に関わる法律や条例などについて、ご存じですか。（それぞれ１つ

だけに○） 

 

人権に関わる法律や条例などについて、「知っている」と「名前はきいたことがあるが、

内容までは知らない」を合わせた『知っている』割合は、［２．ヘイトスピーチ解消法（正

式名称：本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に向けた取組の推進に関する法

律）］で 51.0％と最も高くなっています。 
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【年齢別】 

年齢別でみると、［１．障害者差別解消法（正式名称：障害を理由とする差別の解消の推進

に関する法律）］の［『知っている』割合は、若い世代のほうが高い傾向にあり、“18歳～19歳”

で69.3％、“20歳～29歳”で50.0％となっています。［［２．ヘイトスピーチ解消法（正式名称：

本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に向けた取組の推進に関する法律）］の［『知っ

ている』は、“18歳～19歳”で61.6％、“60歳～69歳”で58.0％となっています。［［３．部落差

別解消推進法（正式名称：部落差別の解消の推進に関する法律）］の『知っている』は、“18

歳～19歳”で53.9％、“60歳～69歳”で53.7％となっています。［４．LGBT理解増進法（正式

名称：性的指向及びジェンダーアイデンティティの多様性に関する国民の理解の増進に関す

る法律）］の［『知っている』は、“18歳～19歳”で61.6％、“20歳～29歳”で52.2％となってい

ます。［［５．栗東市人権擁護に関する条例］の［『知っている』割合は高齢になるほど高く、“70

歳以上”で55.3％となっています。 

 

 

１．障害者差別解消法（正式名称：障害を理由とする

差別の解消の推進に関する法律） 

２．ヘイトスピーチ解消法（正式名称：本邦外出身者に

対する不当な差別的言動の解消に向けた取組の推

進に関する法律） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

30.8

18.6

12.8

10.1

16.0

9.1

8.9

38.5

31.4

28.7

30.4

26.9

33.3

34.3

30.8

50.0

57.3

59.1

56.1

56.3

49.2

0.0

0.0

1.2

0.4

1.0

1.3

7.6

18歳～19歳
(n=13)

20歳～29歳
(n=140)

30歳～39歳
(n=164)

40歳～49歳
(n=237)

50歳～59歳
(n=312)

60歳～69歳
(n=231)

70歳以上
(n=327)

(%)
0 20 40 60 80 100

知っている 名前はきいたことがあるが、内容までは知らない

知らない 無回答

30.8

17.1

9.8

11.8

14.7

13.4

10.7

30.8

32.1

34.1

35.9

40.1

44.6

38.8

38.5

50.7

54.9

51.9

43.9

41.6

42.5

0.0

0.0

1.2

0.4

1.3

0.4

8.0

18歳～19歳
(n=13)

20歳～29歳
(n=140)

30歳～39歳
(n=164)

40歳～49歳
(n=237)

50歳～59歳
(n=312)

60歳～69歳
(n=231)

70歳以上
(n=327)

(%)
0 20 40 60 80 100

知っている 名前はきいたことがあるが、内容までは知らない

知らない 無回答
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３．部落差別解消推進法（正式名称：部落差別の解消

の推進に関する法律） 

４．LGBT理解増進法（正式名称：性的指向及びジェ

ンダーアイデンティティの多様性に関する国民の

理解の増進に関する法律） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．栗東市人権擁護に関する条例 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

30.8

16.4

15.2

11.0

13.5

11.3

12.5

23.1

32.1

31.7

29.5

31.4

42.4

36.7

46.2

51.4

51.8

59.1

53.5

45.5

42.8

0.0

0.0

1.2

0.4

1.6

0.9

8.0

18歳～19歳
(n=13)

20歳～29歳
(n=140)

30歳～39歳
(n=164)

40歳～49歳
(n=237)

50歳～59歳
(n=312)

60歳～69歳
(n=231)

70歳以上
(n=327)

(%)
0 20 40 60 80 100

知っている 名前はきいたことがあるが、内容までは知らない

知らない 無回答

23.1

19.3

14.6

14.3

12.2

6.9

5.8

38.5

32.9

36.6

33.3

34.3

43.7

34.3

38.5

47.9

48.2

51.5

52.2

48.1

52.0

0.0

0.0

0.6

0.8

1.3

1.3

8.0

18歳～19歳
(n=13)

20歳～29歳
(n=140)

30歳～39歳
(n=164)

40歳～49歳
(n=237)

50歳～59歳
(n=312)

60歳～69歳
(n=231)

70歳以上
(n=327)

(%)
0 20 40 60 80 100

知っている 名前はきいたことがあるが、内容までは知らない

知らない 無回答

0.0

5.7

3.7

4.6

9.0

7.4

10.7

7.7

18.6

23.8

25.3

34.6

40.3

44.6

92.3

75.7

72.0

69.6

55.8

51.5

39.1

0.0

0.0

0.6

0.4

0.6

0.9

5.5

18歳～19歳
(n=13)

20歳～29歳
(n=140)

30歳～39歳
(n=164)

40歳～49歳
(n=237)

50歳～59歳
(n=312)

60歳～69歳
(n=231)

70歳以上
(n=327)

(%)
0 20 40 60 80 100

知っている 名前はきいたことがあるが、内容までは知らない

知らない 無回答
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【学区別】 

学区別でみると、［１．障害者差別解消法（正式名称：障害を理由とする差別の解消の推進

に関する法律）］の［「知っている」割合は［“金勝”（6.1％）、［“大宝西”（8.2％）で低くなって

います。 

［２．ヘイトスピーチ解消法（正式名称：本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消

に向けた取組の推進に関する法律）］の［「知っている」割合は、“葉山東”［（7.9％）、［“大宝西”

（8.2％）で低くなっています。 

［３．部落差別解消推進法（正式名称：部落差別の解消の推進に関する法律）］の［「知って

いる」割合は、“葉山”（6.2％）で低くなっています。 

［４．LGBT理解増進法（正式名称：性的指向及びジェンダーアイデンティティの多様性に

関する国民の理解の増進に関する法律）］の「知っている」割合は、“大宝西”で16.5％と高

くなっています。 

［５．栗東市人権擁護に関する条例］の［「知っている」割合は、“金勝”“葉山東”で9.9％

となっています。 

 

 

１．障害者差別解消法（正式名称：障害を理由とする

差別の解消の推進に関する法律） 

２．ヘイトスピーチ解消法（正式名称：本邦外出身者に

対する不当な差別的言動の解消に向けた取組の推

進に関する法律） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6.1

11.6

9.3

13.9

13.1

14.2

13.7

8.2

17.3

35.9

32.2

33.8

26.3

30.6

27.3

31.3

40.2

24.0

55.7

54.1

54.3

57.4

51.3

56.3

53.7

50.5

55.8

2.3

2.1

2.6

2.4

5.0

2.3

1.3

1.0

2.9

金勝
(n=131)

葉山
(n=146)

葉山東
(n=151)

治田
(n=209)

治田東
(n=160)

治田西
(n=176)

大宝
(n=227)

大宝西
(n=97)

大宝東
(n=104)

(%)
0 20 40 60 80 100

知っている 名前はきいたことがあるが、内容までは知らない

知らない 無回答

13.0

10.3

7.9

13.4

16.9

13.6

15.9

8.2

13.5

35.1

34.9

39.7

36.4

36.9

34.1

43.2

46.4

37.5

48.9

52.1

50.3

47.8

42.5

50.6

39.6

44.3

44.2

3.1

2.7

2.0

2.4

3.8

1.7

1.3

1.0

4.8

金勝
(n=131)

葉山
(n=146)

葉山東
(n=151)

治田
(n=209)

治田東
(n=160)

治田西
(n=176)

大宝
(n=227)

大宝西
(n=97)

大宝東
(n=104)

(%)
0 20 40 60 80 100

知っている 名前はきいたことがあるが、内容までは知らない

知らない 無回答
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３．部落差別解消推進法（正式名称：部落差別の解消

の推進に関する法律） 

４．LGBT理解増進法（正式名称：性的指向及びジェ

ンダーアイデンティティの多様性に関する国民の

理解の増進に関する法律） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

５．栗東市人権擁護に関する条例 

 
 

13.0

6.2

13.9

11.5

16.3

14.8

12.3

16.5

17.3

30.5

35.6

37.1

32.1

28.8

30.1

42.7

39.2

27.9

52.7

55.5

47.7

54.1

50.6

53.4

42.7

43.3

51.0

3.8

2.7

1.3

2.4

4.4

1.7

2.2

1.0

3.8

金勝
(n=131)

葉山
(n=146)

葉山東
(n=151)

治田
(n=209)

治田東
(n=160)

治田西
(n=176)

大宝
(n=227)

大宝西
(n=97)

大宝東
(n=104)

(%)
0 20 40 60 80 100

知っている 名前はきいたことがあるが、内容までは知らない

知らない 無回答

9.9

10.3

9.9

10.5

10.0

11.9

11.0

16.5

14.4

29.8

35.6

33.1

34.4

37.5

34.7

39.6

37.1

36.5

57.3

52.1

53.6

52.2

48.8

50.6

48.5

44.3

46.2

3.1

2.1

3.3

2.9

3.8

2.8

0.9

2.1

2.9

金勝
(n=131)

葉山
(n=146)

葉山東
(n=151)

治田
(n=209)

治田東
(n=160)

治田西
(n=176)

大宝
(n=227)

大宝西
(n=97)

大宝東
(n=104)

(%)
0 20 40 60 80 100

知っている 名前はきいたことがあるが、内容までは知らない

知らない 無回答

9.9

5.5

9.9

8.6

6.3

8.5

5.3

5.2

6.7

25.2

38.4

29.8

31.6

38.8

31.3

34.4

39.2

32.7

61.8

56.2

58.3

57.9

51.3

58.5

59.5

55.7

58.7

3.1

0.0

2.0

1.9

3.8

1.7

0.9

0.0

1.9

金勝
(n=131)

葉山
(n=146)

葉山東
(n=151)

治田
(n=209)

治田東
(n=160)

治田西
(n=176)

大宝
(n=227)

大宝西
(n=97)

大宝東
(n=104)

(%)
0 20 40 60 80 100

知っている 名前はきいたことがあるが、内容までは知らない

知らない 無回答



94 

（５）人権問題について感じていること（自由記述） 

人権問題について日頃からお感じのことや、今まで聞いた話や体験などありましたら、ご自由

にお書きください。 

 

人権問題について感じていることについて、250 人の方から 283 件の意見をいただきまし

た。意見の内容を集約・分類した結果は次の通りです。 

 

分野 意見内容 件数 

人権問題に対する個

人の意識・考え・意見 

（８２件） 

人権や差別について積極的に取り上げないほうがよい、意識しす

ぎるのもよくない 
18 

互いを思いやる心を持つこと、相手を尊重することが大切 9 

人権問題について学び、正しく知ることが必要 8 

差別や偏見はなくならない（なくすことは難しい） 8 

人権問題はよくわからない、身近に感じない 5 

一人ひとりが人権意識を持つことが大切 5 

差別や偏見はあってはならない 4 

人権問題の多様化 4 

人権侵害や差別に対する法による規制・罰則の見直しが必要 4 

最近はマイノリティへの配慮が過剰である 3 

人権問題よりも優先すべきものがあると思う 3 

人権問題に関して他人を変えるのは難しいので、自分の考え方が

大事である 
3 

人権問題について、家庭で親が教えるべきである 2 

世代によって偏見的なものの見方や考え方をする人が多いように

感じる 
2 

その他 4 

人権施策・教育・啓発

のあり方 

（34件） 

教育・啓発、広報の方法の工夫・改善が必要である 8 

子ども・学生・若年層への人権教育の必要性 7 

人権学習を有意義に感じた 5 

特定分野に偏ることなく様々な人権問題を取り上げる必要がある 5 

子どもだけでなく大人・親世代への人権教育の実施 5 

家庭や社会など日常生活でも人権意識を高める話し合いが必要 2 

人権教育や研修に過剰に時間を割かれるのが疎ましい 2 
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分野 意見内容 件数 

同和問題について 

（37件） 

同和教育はかえって差別を意識させている、知らなくて良い 11 

同和地区の差別を身近で見聞きしたり体験したこと、意識したこ

とがある 
10 

実際に見たり体験したことはない、まったく知らなかった 7 

同和地区住民たちの意識や態度も問題がある 7 

その他 2 

外国人の人権・問題等

について 

（19件） 

ルールを守れない外国人の増加や受け入れに対する不安や不満 14 

差別への反対・共生への意見 5 

障害者の人権・問題に

ついて 

（９件） 

当事者としての悩み・対峙している問題 5 

その他 4 

LGBTQについて 

（７件） 

LGBTQに関する現状の法に対する不満 4 

LBGTQへの配慮はやりすぎである、窮屈である 3 

インターネットによる人

権侵害・問題について 

（７件） 

誹謗中傷への問題提起 5 

新たな人権問題である 2 

その他の人権問題に

ついて 

（10件） 

いやがらせや人権侵害を受けた経験等 6 

女性問題・男性問題・男女共同参画 4 

地区別懇談会につい

て 

（４件） 

地区別懇談会そのものへの不信感 2 

地区別懇談会の内容または広報についての改善案 2 

人権問題に関する市

の職員、行政への意見 

（１８件） 

行政への意見 12 

市長や市の職員に対する意見 6 

人権施策以外の行政

への意見や要望 

（17件） 

税や公共料金が高いことによる生活の困窮 4 

子育て支援に関すること 4 

バリアフリー化の推進、道路の整備等（段差や傾斜の解消等） 3 

福祉施策や支援に関すること 3 

その他 3 

本調査への意見 

（15件） 

アンケートそのものへの苦言・疑問 7 

設問・構成の改善点の提案 5 

その他 3 

その他（24件）  24 

合計 283 
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Ⅲ 資料（調査票） 
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